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平成21年７月22日（水曜日）

午前10時４分開会

会議に付託された議案等

○県民政策及び行財政対策に関する調査

○その他報告事項

・ 中山間盛り上げ隊」短期支援活動の開始につ「

いて

・地上デジタル放送の動きについて

・大規模ＳＣ等における期日前投票所の設置の

動きについて

出席委員（９人）

委 員 長 髙 橋 透

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 福 田 作 弥

委 員 井 本 英 雄

委 員 萩 原 耕 三

委 員 押 川 修一郎

委 員 武 井 俊 輔

委 員 権 藤 梅 義

委 員 前屋敷 恵 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

県民政策部

県 民 政 策 部 長 高 山 幹 男

県 民 政 策 部 次 長
日 高 勝 弘

（ 政 策 担 当 ）

県 民 政 策 部 次 長
髙 島 俊 一

（県民生活担当）

総 合 政 策 課 長 永 山 英 也

文化文教・国際課長 福 村 英 明

情 報 政 策 課 長 金 丸 裕 一

中山間・地域対策室長 山 内 武 則

選挙管理委員会

書 記 長 田 原 新 一

書 記 長 補 佐 渡 邊 浩 司

主 幹 岩 村 治

事務局職員出席者

総 務 課 主 幹 黒 田 渉

議 事 課 主 幹 壱 岐 哲 也

ただいまから総務政策常任委員○髙橋委員長

会を開会いたします。

本日の委員会の日程についてであります。お

手元に配付いたしました日程案のとおりでよろ

しいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○髙橋委員長

します。

、 、次に ８月26日からの県外調査につきまして

予定どおり実施するか あるいは11月10日から12、

日の３日間に延期するか、あるいは中止するか

ということでございますが、11月10日から12日

の３日間に延期することに御異議ございません

か。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

御異議ございませんので、その○髙橋委員長

ように決定いたします。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時５分休憩

午前10時６分再開

委員会を再開いたします。○髙橋委員長

それでは、報告事項の説明を求めます。
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なお、委員の質疑は、執行部の説明が終了し

た後にお願いいたします。

それでは、お手元の総務○高山県民政策部長

政策常任委員会資料に基づきまして、御説明さ

せていただきます。

資料の１ページをお開きいただきたいと思い

ます。目次がございますけれども、本日は、報

告事項２件でございます。

まず、１つ目、中山間盛り上げ隊短期支援活

動の開始についてであります。これは、中山間

盛り上げ隊派遣事業が、今年度からの新規事業

でありますけれども、８月１日から短期支援活

動を開始することになりましたことで御報告す

るものでございます。

次に、２の地上デジタル放送の動きについて

。 、であります 地上デジタル放送につきましては

７月24日で完全移行まで残り２年となりますの

、 。で 現在の状況等について御報告申し上げます

詳細につきましては、担当課長から御説明い

たしますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。

最後に、１点、資料はつけておりませんけれ

ども、御報告させていただきます。実は、夏休

み期間中に実施を予定しておりました アンニョ「

ンハセヨ！少年少女国際交流事業 、これは本県」

と韓国の小中学生が相互交流をするものであり

ますが、今年度はこれを中止することとしたい

というふうに考えております。その理由であり

ますけれども、新型インフルエンザが世界的な

、 、広がりを見せている中で 韓国におきましては

ソウルの教育長からソウル市内の各小中学校あ

てに、海外旅行はできるだけ中止するよう通知

があったということなどもありまして、参加者

のキャンセルが相次ぎ、今年度は中止したいと

。韓国側から申し入れがあったところであります

これを受けまして、県といたしましても、事業

の中止を判断したところでありますが、ただ、

これは今年度に限ったということでありますの

で、条件が整えば来年度は実施したいと考えて

おります。

私からは以上でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

中山間盛り上げ○山内中山間・地域対策室長

隊短期支援活動の開始について御報告いたしま

す。

資料の１ページをごらんいただきたいと思い

ます。まず、中山間盛り上げ隊派遣事業の概要

でございますけれども、この事業は、中山間地

域におきましては、過疎化、高齢化等の進展に

より共同で行う各種活動の維持が困難になりつ

つある集落等もあることから、ボランティア活

動を行う人材をあらかじめ隊員として登録し、

集落等からの依頼に応じて隊員を派遣すること

により各種活動を支援するとともに、都市と中

山間地域との人的交流を促進するものでありま

す。

―派遣の形態としましては、①の短期派遣

隊員が日帰りで草刈り等の活動を行うもの、②

の中長期派遣 隊員が中山間地域に数カ月在―

住し、集落の支援活動を行うもの、③の県職員

派遣 職員が中山間地域の町村役場に駐在し―

て地域活性化に取り組むの３つがございます。

このうち今回活動を開始しますのは、２に記

、 。載のとおり 日帰りの短期支援活動であります

第１回の支援活動は、ことし８月１日午後３時

から午後10時ぐらいまでを予定しております。

場所は西米良村村所、派遣人員は10名、花火大

会の運営スタッフとして活動することとなって

おります。短期支援隊員には、７月13日現在で

すけれども、119名の方に登録をいただいている
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ところであります。また、市町村等からの派遣

依頼とか隊員との連絡調整を行う運営団体とし

まして （３）に記載しておりますとおり、特定、

非営利活動法人「みんなのくらしターミナル」

。に運営を委託することとしたところであります

なお、資料には記載しておりませんが、今後

は、この第１回の西米良村に引き続きまして、

諸塚村や都城市高崎町で草刈り等の支援作業を

順次実施することとしております。

最後に、３の中長期派遣等の取り組み状況で

ございますけれども、中長期派遣につきまして

は、８月末をめどに隊員の募集を開始する予定

。 、 、であります また 県職員派遣につきましては

西米良村 諸塚村 日之影町に各１名派遣を行っ、 、

ているところでございます。

説明は以上であります。

続きまして、地上デジタ○金丸情報政策課長

ル放送の動きについて御説明いたします。

資料の２ページをお開きください。まず、１

の概要でありますが、先ほど部長からも説明が

ありましたとおり、完全移行の時期は平成23年

７月24日で、あと２年となってまいりました。

また （２）の地上デジタル放送の視聴方法でご、

ざいますが、アナログテレビをデジタルテレビ

にかえるか、またはデジタルチューナーをつけ

るという方法、ケーブルテレビに加入して見る

という方法もございます。中山間等の電波の弱

いところでは共聴施設による視聴という３つの

方法がございます。

２の現状と課題でございますが、まず県内の

現在の世帯カバー率は93.8％でございまして、

ＮＨＫ、ＭＲＴ、ＵＭＫが県内に中継局を建設

中でございます。全部で22年12月までに39局の

中継局を立てる予定としておりますが、ことし

３月までに19局が開局済みで、93.8％をカバー

しているという状況にございます。

（ ） 、２ の県内の難視予測世帯でございますが

これは昨年６月に総務省が公表した資料でござ

いまして、①は、現在、家庭のアンテナで受信

しているけれども、地デジ放送が始まると見ら

れなくなる、これを新たな難視世帯と言ってお

りますけれども、これが1,710世帯と見込まれて

おります。②は、現在、辺地共聴施設で受信し

ているけれども、辺地共聴施設のアンテナの位

置を変えるとかいうことをしないと見ることが

できないと予測されている世帯、これをデジタ

ル化困難共聴世帯と言っておりますが、これ

が2,150世帯、③は、現在アナログテレビも見ら

れないという世帯が1,740世帯でございまして、

合計で約5,600世帯が見られなくなるのではない

かという推定でございます。ただ、このうち、

米印でございますが、①の新たな難視世帯につ

きましては、デジタル放送が開始された地点に

おきまして、実際に受信機を持っていって電波

が届くかどうかということの調査をやっている

ところでございまして、８月にその結果及び対

策が公表される予定でございます。

次に （３）県内の共聴施設の状況でございま、

すが、まず①の自主共聴施設の状況についてで

ございます。共聴施設はＮＨＫ共聴施設と自主

共聴施設の２種類がございまして、ＮＨＫ共聴

施設につきましては 米印にありますとおり 169、 、

施設ありますけれども、ＮＨＫの責任において

対応いたしますということになっております。

問題は自主共聴施設でございますが、県内に325

施設がございまして、既にデジタル化に対応し

ているのが26施設、残りが299でございまして、

今後の計画としましては 21年度中に136カ所 22、 、

年度中に156カ所が改修もしくはケーブルテレビ

網に加入ということで地デジ対策をとりたいと
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いうこととしております。なお、検討中の５施

設につきましては、工法等について検討を行っ

ているということ、その他の２施設につきまし

、 、 、ては 現在 共聴施設で受信しているんですが

直接受信できるようになるというようなところ

でございます。

②が受信障害対策共聴施設の状況でございま

、 、すが これは中高層の建物のことでありまして

その建物があることによって周辺の建物に受信

障害を与えているという建物でございまして、

現在88が確認されておりまして、そのうち24の

建物は対応済み、計画ありが37、計画なしが27

ということで、この辺の対応をきっちりしてい

くことが必要じゃないかということでございま

す。

３ページをごらんください （４）県有施設の。

デジタル化の状況でございますが、県が所有す

る施設が698ございます。これは県庁舎あるいは

県立学校、警察の交番等すべてを含んでおりま

すが、このうち276の施設は既に対応済みでござ

いまして、残りの施設422を今年度と来年度で対

応することとしております。また、受信障害対

応計画の欄の受信障害施設といいますのは、例

えば県庁８号館 みやざき物産館が入ってい―

る建物でございますが、あるいは企業局庁舎、

これによって周辺の民家が電波障害を受けてい

るという施設でございまして、これにつきまし

ても、21、22年度で対応していきたいというふ

うに考えております。

（５）の周知広報の状況でございますが、総

務省が47都道府県にテレビ受信者支援センター

通称デジサポと言っておりますが を設― ―

置しておりまして、宮崎県におきましても、こ

とし２月２日に宮崎県テレビ受信者支援セン

ター（デジサポ宮崎）が開設されまして、イに

ありますように、地上デジタル放送の周知広報

や共聴施設のデジタル化の推進の支援を行って

いるところでございます。なお、６月から全市

町村を対象にした説明会を来年３月までやるこ

ととしておりまして、６月は宮崎市全域で実施

したところでございます。②でございますが、

関係機関が連携した周知広報ということで、デ

ジサポ宮崎、ＮＨＫ、ＭＲＴ、ＵＭＫ、県の共

催によりまして、現在、県庁本館１階ロビーに

おきまして、移行２年前のＰＲ展示を行ってお

ります。また、ＮＨＫ、ＭＲＴ、ＵＭＫ合同の

周知ＣＭが既に放送されているところでござい

ます。

続きまして、３の今後の取り組みでございま

すが （１）国の基本方針でございますが、これ、

は、各県ごとにデジタル放送推進のための行動

計画、宮崎県においてもことし３月に策定され

、 、ておるわけですが その考え方でございますが

辺地共聴施設につきましては、23年３月までに

ほぼ全施設の対応を完了する。県や市町村等の

公共施設につきましては、22年12月までに対応

を完了するということが基本方針となっており

ます。

これを受けまして （２）の県といたしまして、

は、まず①でございますが、本年４月から国や

放送事業者、デジサポ宮崎等との定期的な協議

を行っているところでございます。また、市町

村への情報提供や技術的な面を含めた助言等も

進めているところであります。さらに、既に今

週から県のホームページに地デジに関する情報

提供サイトを開設したところでございます。

次に （３）の市町村の取り組みでございます、

、 。が まずケーブルテレビ網の整備でございます

辺地共聴施設を改修するか、ケーブルテレビ網

を張るかというのが一番わかりやすい対策です
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けれども、椎葉村が総務省の事業、美郷町が農

林水産省の事業を活用いたしまして、ケーブル

テレビ施設整備事業を実施しているところでご

ざいます。また、イでありますけれども、今回

の経済危機対策を活用いたしまして、ほかにも

数市町村がケーブルテレビ網の整備について国

へ事業実施を要望中でございまして、近く内示

があるのではないかと思っております。自主共

聴施設につきましては、先ほど御説明しました

とおり、22年度までに改修等を完了する予定と

。いうことで取り組んでいるところでございます

最後に （４）その他でございますが、まず①、

の経済的に困窮している方への支援につきまし

ては、今年度から23年度にかけまして、ＮＨＫ

受信料全額免除世帯に対して受信機器購入等に

係る支援を実施することとしておりまして、具

体的には、デジタルチューナーを無償で配付す

るということにしております。また、アナログ

放送終了リハーサルの実施ということで、石川

県珠洲市におきまして、７月24日の午前10時か

らアナログ電波を１時間停止いたしまして、ア

ナログではテレビが見られない状態を１時間あ

えてつくりまして、それによる生活への影響と

。いうことを調査するということにしております

、 、あと２年となってまいりましたので 今後とも

市町村あるいはデジサポ宮崎、放送事業者と連

携しながら、地上デジタル放送への円滑な移行

に努めてまいりたいと考えております。

説明は以上であります。

執行部の説明が終わりました。○髙橋委員長

委員の皆様、質疑はありませんか。

今、宮崎県下でケーブルテレビが○萩原委員

配信されていない地域というのはどのぐらいで

すか。

ケーブルテレビ網が敷設○金丸情報政策課長

されている地域は全体の69.7％になっておりま

す。残り３割がカバーされていないということ

でございます。

、 、○萩原委員 ケーブルテレビといったら 延岡

宮崎、都城ですね。３社ありますね。各市町村

に配信しようと思ったら、大変な事業費がかか

りますね。それに対する、このデジタル化にあ

わせて国及び県の補助体制というか、応援体制

はどんなふうですか。

先ほど説明いたしました○金丸情報政策課長

が、今回、経済危機対策で、もとからの略称Ｉ

ＣＴ交付金という補助制度があるんですけれど

、 。 、も それが３分の１の補助でございます 県は

新たに市町村がケーブルテレビ網のエリア拡大

、 、をやる場合には 事業主体によりますけれども

６分の１あるいは８分の１、最大で2,500万円の

支援をしているところでございます。例えば、

去年、国富町がエリア拡大しましたけれども、

国富町の最初のエリア拡大には支援したんです

が、その次の中で再度拡大しましたけれども、

そっちは支援をしない、そういう制度になって

おります。今回、経済危機対策で臨時交付金、

公共投資交付金というのができまして、裏負担

分につきまして、単独費じゃなくて交付金が使

えるということになりましたので、先ほども御

説明いたしましたけれども、どこということは

まだ内示がありませんので、申し上げられませ

んが、椎葉村のように、光ファイバーのネット

ワークを張りまして、それで全戸で見られるよ

うにするということを検討しているところが数

カ所ございます。

中山間盛り上げ隊の派遣でありま○権藤委員

すけれども、８月１日の花火大会に派遣すると

いうことなんですが、これは県とのかかわりは

どんなふうになるんですか。
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県とのかかわり○山内中山間・地域対策室長

ということでございますけれども、募集は、当

初、県のほうで直接行いまして、例えばけがに

対する対応ですとか、そういうのはボランティ

ア保険ということで、別途ここに記載してあり

ます２の（３）の運営団体、ＮＰＯ法人「みん

なのくらしターミナル」のほうで運営していた

だく。その登録については、運営団体でやりま

すということで事前に応募要領の中に断ってご

ざいますので、そういう形で直接は運営団体の

ほうから、例えば今度行っていただけますかと

いうような連絡をしていただいて、行けますよ

という人たちを対象に進めていくというような

形でございます。

一部ありましたが、保険の問題と○権藤委員

かもありますが、これは３時から10時ごろとい

うことですが、向こうで稼働するのがですか、

宮崎をたつのが……。

具体的には、村○山内中山間・地域対策室長

所小学校に２時50分に集合していただく。現地

集合現地解散が原則であります。当然、休憩と

夕食の時間というのは別途設けてありますけれ

ども、拘束時間というふうに見ていただければ

いいと思いますけれども、現地での拘束時間が

午後３時から午後10時ぐらいまで、後ろのほう

は流れもございますので、確定はしておりませ

ん。

そうしますと、事故その他の責任○権藤委員

みんなのくらしターミナル が主体となっ―「 」

てするにしても、翌日の仕事を含めて、本人が

いいと言ったからいいという話もありますが、

県の事業というか、県がやっているから参加し

、 、ようというような 登録はそこがするにしても

いいことはいいんだけれども、今、結構、交通

事故が、バスが丸ごととか、そういうのもある

、 、 、ので 現地集合になったときには 危険負担は

現地までの集合する分とか帰ってくる分という

のはどういうふうに考えたらいいのか。

具体的には、ボ○山内中山間・地域対策室長

ランティア保険というのは、社会福祉協議会ボ

ランティアセンター等が実施する場合の保険を

今のところ考えておりまして、詳細につきまし

、 、ては 自宅を出るときから保障されますかとか

現地でどれぐらいのけがをしたら入院日額幾ら

ですかとかいうところは、プランがいろいろご

ざいまして、そこをまた運営団体も含めて協議

をしているところです。もちろん８月１日まで

には事前に加入いたしまして、それを行ってい

ただく方にも周知していきたいというふうに今

のところ考えております。

同じＮＰＯ法人でも、実費は見て○権藤委員

あげますよという法人もあると思うんです。こ

、 、れは 120名の中から都合のつく人だけが行って

駐車場の整理とかそういうことをしてください

ということなんでしょうが、例えば新聞とかに

載れば今度はうちも来てくれとか、そういうこ

とを含めて、県が関与するわけですから、県が

直接その費用を、例えばガソリン代を出したり

とか、そういうことはしないにしても、そうい

うことに関しては、県が音頭をとったからおれ

は行ったんだと、そういう人が出てくる可能性

もありますので、かなり全体的な枠組みを県の

ほうでもしておいていただきたいと思うし、最

悪の事態が発生しないにしても、県の事業だか

らという、そういうことになってくると思うの

で かといって それが消極的になっても せっ、 、 、

かくやろうとしていることだからと思うんです

が、そういう全体掌握はやっぱりしておいてほ

しいと思います。

委員おっしゃる○山内中山間・地域対策室長
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とおり、まさしくそういうところは心配なとこ

ろでございますので、最初ということでもあり

ますけれども、私たち職員、それから運営団体

、 。も含めまして 現地に赴く予定にしております

いろいろ経験を積み重ねながら、万全の態勢を

しいていきたいというふうに考えております。

中山間盛り上げ隊の件、御質問し○武井委員

たいと思いますが、先ほど権藤委員からもいろ

いろと懸念の点がありましたけれども、見まし

て、趣旨としては、中山間地にさまざまな地域

課題があるので、それに対して派遣していくと

、 、いうことであったんですが 平たく言いますと

イベントのスタッフみたいなものがこういった

ものの趣旨としてそもそも適切なのかどうかと

いうのはいかがでしょうか。

おっしゃるとお○山内中山間・地域対策室長

り、警備員を雇えばいいじゃないかというよう

な話もあるかもしれませんけれども、最初に資

料のほうにも記載してございますけれども、支

、援するというのももちろんあるんですけれども

都市と中山間地域との人的交流を促進するとい

うねらいもございまして、こういう具体的な話

をすると恐縮なんですけれども、西米良村役場

の職員の方は、イベントがずっとあってなかな

か休みもとれない、村長さんに怒られるかもし

れませんけれども、そういうことで、交流を図

ることによって彼らにも休みができることにな

るでしょうし、こちらとしても、交流を図って

、 。いって また地域の活性化に資していきたいと

費用的な面ももちろん軽減はされるわけですけ

れども、趣旨としましては、人的交流の促進を

ある程度ねらっている事業だというふうに理解

していただきたいと思います。

趣旨はわかるんですが、こういう○武井委員

形で西米良村では花火大会の運営スタッフとし

て募集したということになると、もちろん中山

間地、いろんなところでいろんな祭りとかイベ

ントがあるわけですから、どこもかしこもこう

いうことを申し込んでくると、中山間地の課題

とかというより 実質的にはイベントボランティ、

アスタッフの登録になってしまわないかという

懸念があるんですが、また例えばこういうとこ

ろも広告代理店なんかが入っていたりもします

と、本来ならば、そういったところというのは

広告代理店なりがそれなりに責任を持ってやら

なければいけないんですけれども、先ほどまさ

にありましたけれども、ていのいい経費削減み

たいなものの一環として使われてしまう、そう

いった懸念もあるんですけれども、そのあたり

の懸念がないのか。本来の趣旨からいったとき

に、こういうイベントのスタッフというものが

望ましいものかどうかということについては、

一定の見解をしっかりと持っておく必要がある

、 。のではないかと考えますが いかがでしょうか

イベントにつき○山内中山間・地域対策室長

ましては、今のところとしましては、しょっぱ

な来たわけですけれども、２回目、３回目は、

先ほど、資料には記載しておりませんでしたけ

れども、御説明しましたとおり、諸塚村内が次

は８月２日に予定されておりまして、これは、

集落道の草刈りをした後の刈られた草の集積作

業を手伝っていただきたいということで、５名

ほど派遣依頼が来ております。その後は都城市

、 、の高崎町 一部過疎地域でございますけれども

そちらにおいてやはり公園の草刈り、もちろん

イベントもまじっているわけですけれども、今

のところは、市町村を通じて集落等もしくは地

域の活性化、都市との交流というような面で派

遣していきたいと。おっしゃるような懸念もあ

ると思うんですが、整理をしていく必要が順次
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あるかと思っておりますけれども、現時点では

これでやっていきたいと考えております。

ちょっとわからないのは、都市と○武井委員

の交流、人的交流の促進ということで、西米良

の方が休めるとかいうのはわからんではないん

ですが、実際的には、今までは例えばバイトを

広告代理店がイベントで雇っていたようなとこ

ろをこういう形でボランティアの人が来てやる

というようなことで、結局、その日に来て、そ

の日、駐車場整理なり手伝って帰るというよう

なことが本当に人的交流と言えるのか、それに

つながるのかというのはいかがですか。私は疑

問があります。

そこは市町村を○山内中山間・地域対策室長

経由して募集 こういう活動の依頼、市町村―

経由で集落等からの依頼もしくは市町村の要望

に従って決めてきているわけですけれども、交

流のための例えば仕組みといいましょうか、夜

の食事会ですとか、終わった後の懇談会とまで

申し上げませんけれども、そういう仕組みにつ

。いては市町村のほうにも考えていただきたいと

ただ、これを強制するとなかなか難しいので、

今のところは、そういう機会を設けていただけ

ないでしょうかというお願いはしているところ

です。

例えば、西米良のやまびこ花火大○武井委員

会のスタッフになるということで、来て手伝っ

て駐車場整理して帰りますというんだったら、

ほとんど意味がないと思うんです。これによっ

て、これは絶対、西米良村側にも考えていただ

、かなければいけないことなんでしょうけれども

来た人とどういう人的交流が図られて、それが

今後にどうつながっていくのかというのは、こ

れがなければ単なるイベントの手伝いになると

思うんですが、そのあたりというのはどういう

ものが今のところ考えられているものがあるん

ですか。

派遣される方々○山内中山間・地域対策室長

のお名前、住所、そういうのは共有するわけで

ございますので、まだ具体的に西米良村のほう

とお話し合いをしているわけではございません

けれども、例えばふるさと村民制度というよう

な形を通じて、協力していただいた方に御案内

を差し上げるとか、ほかの事業においてはそう

いう形で、そのときだけに終わることなく交流

事業を続けていこうという仕組みをほかの場面

ではとられておりますので、このあたりについ

てどういうふうな対応になるかわかりませんけ

れども、そういう交流を今後図っていけるよう

なことでお願いしていきたいというふうに思っ

ております。

そのあたりがあって初めて実際に○武井委員

意味をなしていくと思いますので、受ける側に

も必ずその辺をしっかりと考えていただくとい

うことをお願いしたいと思います。

引き続いて、隊員の登録状況、119名というこ

となんですが、年齢、性別、世代的なもの、居

住地とか、そのあたりがどのようになっている

か、お聞かせください。

登録は119名で、○山内中山間・地域対策室長

最高年齢は77歳、最年少18歳で、平均年齢41.9

歳です。男性、女性の比率は、男性が７割、女

性３割となっております。

男性のほうが多いということで、○武井委員

平均40何歳、おおむねバランスがとれているん

だろうと思うんですが、公募は継続してされて

いるんでしょうけれども、どういった媒体で公

募しているのか。私は、今のところまだこれを

公募しているというのを知りませんでしたけれ

、 。ども そういった広報の方法について伺います
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当初は、新聞広○山内中山間・地域対策室長

告をまず出していただきました。現在は、県庁

、 、のホームページ この運営団体のホームページ

市町村、大学等にもチラシ等の配布をお願いし

て、置いていただいております。

運営団体ですが、清武町のＮＰＯ○武井委員

法人だと思うんですけれども、ここをどういう

形で選定し、また委託の期限、委託費は幾らな

のか、伺います。

まず、公募いた○山内中山間・地域対策室長

しまして、最終的に応募団体は４団体ございま

した。公募の条件としましては、営利、非営利

を問わず募集したところでありまして、営利法

、 、 、人が２者 ＮＰＯ法人が２者 企画提案なので

企画提案型の公募といたしました。ヒアリング

等を通して最終的に、記載してある「みんなの

くらしターミナル」のほうに委託したところで

あります。委託金額は265万です。これは短期の

部分だけで、中長期につきましては、受け入れ

市町村、募集の方法、いろいろ協議してから決

めたいというふうに思っておりますので、それ

を除いて、いわゆる短期派遣にかかわる運営費

用、ボランティアの保険代込みで265万です。

短期が265万で中長期は決まってい○武井委員

ないということなんですが、議会ですから、い

ろいろと予算審議なんかもしていくわけなんで

すけれども、そういったものはいつ決まって、

例えば委員会とかにこういう形で幾らになりま

したとかというのは上がってこないものなんで

すか。

、 、○山内中山間・地域対策室長 当初予算 当然

審議をいただいておりまして、説明が不足いた

しましたけれども、その予算の範囲内で、市町

村のほうから、例えば何人、何カ月というふう

におっしゃられても、そこは選別した上で予算

の範囲内で決定していくというふうに考えてお

ります。ただ、現在、総額、例えば500万あった

うちの中の一部契約をしたところで、増額変更

になるかなというふうには考えております。

そのあたり、そういうのが決まり○武井委員

次第またわかるようにしていただきたいと思い

ますが、この委託費の中に含まれるものという

のは、交通費も自費である、基本的に花火大会

とか現地でかかるものは西米良村が当然負担し

ていくんだろうと思うんですが、いわゆる連絡

調整的なものを委託しているという、その委託

費だということであるわけですか。

まず、先ほど申○山内中山間・地域対策室長

し上げましたボランティア保険料が入っていま

す。ただ、想定の人数です。それから、今おっ

しゃった連絡調整費、通信費というような、基

本的にはメール等でのやりとりということにな

ります。それから、現地に行って町村役場と打

ち合わせをする、だれが責任者ですかとか、ど

こに集まればいいですかとか、そういうような

ものですね。それから、運営する側の人件費、

そして隊員証を作成していただくことにしてお

りますので、隊員証作成、隊員の帽子、そうい

う費用。中長期派遣につきましては、一応、除

、外というふうに申し上げたところですけれども

中長期派遣につきましては、派遣業法との関係

があるものですから、ボランティアで活動して

いただくので、その生活費については算定して

いるところです ただ 先ほど申し上げた ちょっ。 、 、

と説明が不足で申しわけなかったんですけれど

も、中長期派遣の具体的な募集方法、ここにつ

いては、どこで募集するとか、セミナーを開く

、 、とか いろいろ形はあるかと思いますけれども

そういうところがまだ未確定なもので、経費と

。 。しては入っておりません 大まかですけど……
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わかりました。いずれにしろ、初○武井委員

めてのことですから、手探りな部分はあると思

うんですが、最後にお伺いしますが、中長期派

遣がまだ決まっていないということであるわけ

ですが、もう８月というところなんですけれど

も、いつごろまでに決まって、いつごろからど

う動かそうとしているのか、また需要はあるの

か、ある見込みがあるのか、その辺をお聞かせ

ください。

資料に記載して○山内中山間・地域対策室長

おりますとおり、年度当初、順次、短期からま

ず始めて、中長期については市町村とも協議を

、しながらということで考えていたものですから

８月末をめどに募集を開始していきたいと。要

望としてはあるというふうに考えております。

ただ、事業としては実際は10月ぐらい、派遣で

きたらというふうに考えております。

わかりました。以上です。○武井委員

この短期派遣は県がお金を出して○権藤委員

いるわけですか。265万云々という話だけど、そ

うであれば、指定管理者でやるんなら、やった

経緯とか金額とか、そういうのを報告せんとお

かしいんじゃないか。私は、名前だけ県がよい

しょして、やるのはこのＮＰＯ法人がやるとい

う、そういう理解していたから、全部の報告を

せんかったらおかしい。４者の中で２者、何と

かかんとか、ＮＰＯが２者でどうだというけ

ど、265万はここでどんなふうに使われているわ

けですか。まだ保険もどこから掛けるかわから

、 、 。 、んとか そういうことでは 丸投げだ そして

することは花火大会に行って、駐車場の整理だ

け。もっと花火大会に行きましょうというよう

な、大型バスで行くとか、そういう趣旨で、後

また懇談会があって、そこで車座になって焼酎

飲んだり、そういう話をしたりするとか、そう

いうことなら趣旨がわかるけど、ちょっとＮＰ

Ｏと癒着しているんじゃないの。建前上は西米

良村から言ってきたという、役場から言ってき

たということかもしらんけれども、本当に大学

生がこれだけ必要であれば、西米良の役場とし

てそれだけの大学生を雇って、アルバイトを連

れていくとか、そういうことじゃないかなとい

う気がする。それと、今の説明は不十分じゃな

いですか。私は、この主体性はＮＰＯ法人が最

初から最後までやっている、こういう事業の実

績がないからそれに県が逆に乗ったような感じ

かなと思っていたんですけど、県で指定管理者

を選択したりいろいろしたのだったら、ここで

。 。報告せんとだめじゃ 議員をなめちょらせんか

知事がああいうことだからって、我々は許さん

よ、そんなやり方は。経過を最初から説明しな

さいよ。我々委員会がいいですと言ったら、幾

ら出した、どういう契約した、何もわからん。

それだけ我々の責任があるんだから。

説明がうまくいかなかっ○高山県民政策部長

たかと思いますけれども、基本的には、中山間

地域において、ベースは、草刈り等から作物の

収穫とか非常に労力が足りない、そういうこと

でボランティア等で手伝ってもらうことはでき

んだろうか、そういった中山間を支援したいと

いう趣旨で、県のほうで主体となって企画した

事業であります。そういったもので短期もあり

ますし、中長期もありまして、県職員派遣もあ

る、そういうことでございます。短期派遣とい

うことにつきましては、事業を設定する段階に

おきまして、市町村のほうはボランティアを必

要とする可能性があるかどうか、その辺を聞き

まして、かなりの需要があるということを考え

て事業化したものでございます。あくまでも短

期につきましては、個人のボランティアが基本
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であると。しかし、個人ボランティアといいま

、 、しても 交通費もすべて本人負担でありますが

、 、ただし 公的にお願いする以上につきましては

保険は掛けないと事故等の対応はしていかねば

ならないということで、保険につきましては、

県のほうで予算をして、その事業を実施する方

について掛けていくということでございます。

ただ、実際の具体的な、どこに運営をやってい

ただくかということにつきましては、最初説明

申し上げましたとおり、ＮＰＯ法人、民間、法

人問わず募集いたしまして、その中から、市町

村との設定とかやっていただける、そういった

計画がしっかりしたところをやったものでござ

います。そういったものでやってございますの

で、実際、事業につきましては、運営団体に対

してのかなりの部分は、保険にかかってくる部

、 。分が多いと思っておりますので その辺は……

私が聞いているのは、265万のうち○権藤委員

の駐車場の10名に、ＮＰＯ法人には幾ら払うん

ですかと。本来からいけば、宮崎から貸切バス

か何かで10人乗せて保険も掛けて行くのが、交

通事故とかそういうのを それが県がかんで―

おって、現地集合で、行きと帰りに、あそこは

危ないですよ。そういうことを含めて、そうで

あれば、指定管理者の選定をどういうふうにし

ましたとか……。

。○高山県民政策部長 ちょっと誤解があります

指定管理者ではございませんで、こういった事

業の運営をやってくれるところ、そのコーディ

ネートをやってくれる……。

それはいいから、幾ら払うんです○権藤委員

かと。保険もどこから掛けるかわからんみたい

なことでいいんですかと。

説明が不十分で○山内中山間・地域対策室長

申しわけありません。事業を委託しているとい

うことであります。保険につきましては、その

、 、委託料の中に入っておりますので 具体的には

県のほうで積算しておりますので、その範囲内

で運営団体……。

それじゃだめ この事業を今 我々○権藤委員 。 、

に報告するわけだから、この委託料は50万です

と、労務費があるかどうか知りませんが、そう

いう経費はこうなっていますということで契約

しているんでしょうと聞いているわけです。そ

れがあるなら、ここで報告すべきだと。保険料

はそんなかからんはずでしょう。

執行部はもうちょっと整理して○髙橋委員長

答弁していただかないと……。

暫時休憩いたします。

午前10時51分休憩

午前10時52分再開

委員会を再開いたします。○髙橋委員長

説明が非常に不○山内中山間・地域対策室長

十分で申しわけありません。まず、全体ですけ

れども、西米良村を含みまして、想定としまし

ては、支援要望回数を30回ほど見ております。

まず登録隊員が150名、今、119名と申し上げま

したけれども、150名の方で積算上は支援要望回

数を約30回、支援参加隊員数、延べ約300人、全

員が必ず行けるとは限りませんので、可能性と

、 、しては30回ほど市町村 集落等に派遣しまして

それに参加する人員は約300名、それから野放し

というわけにはいきませんので、現地指導等に

行く費用というのも見ております。

具体的な、積算の265万の内訳でございますけ

、 、 、れども そういうものを含めまして 保険料は

総額でボランティア保険等で15万、見ておりま

す。中長期派遣の生活費を150万、帽子と隊員証

作成費で19万5,000円ほど見ております。150個
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分です。事務局の人件費、運営団体の人件費50

万、現地指導に行く旅費等で５万、紙代等の消

耗品費で５万です。一般管理費で５万ほど見て

おりまして、総計で265万です。私のほうの説明

が不十分だったと思うんですけれども、短期派

遣に係るものが中心だというふうに申し上げた

のですが、中長期派遣につきましては、運営費

用ではございませんので、派遣する人件費とし

て現在のところ150万を見ております 総額で265。

万です。中長期派遣の募集のやり方、市町村と

の協議回数、そのあたりがまだ具体的に決まっ

ていないということでございます。説明が中途

半端で申しわけありませんでした。

この支援活動をＮＰＯ法人「みん○井本委員

なのくらしターミナル」に100％任せているわけ

ですか。今回だけなんですか。

委託期間は３○山内中山間・地域対策室長

月31日までと考えています。

西米良や、全部入っていますけれ○井本委員

ども、そこに行かせるものを委託というか 「み、

んなのくらしターミナル」のほうに全部任せて

いるという考えでいいんですね。

いわゆる運営、○山内中山間・地域対策室長

例えば私どものほうで受けたり、具体的には現

地に何時に行ったらいいですかとか……。

任せているかどうか。○井本委員

。○山内中山間・地域対策室長 任せております

募集なんかもそこがやるわけなん○井本委員

でしょう。

募集も運営団体○山内中山間・地域対策室長

でやるというふうに考えております。

こういう書き方がまずいと思うん○井本委員

です。運営団体が一番上に来て、運営団体がこ

ういうふうにやっていくんだと。中長期もこの

。運営団体が全部していくという形なんでしょう

正確に申し上げますと、○永山総合政策課長

、この事業は最初の立ち上げでございましたので

どのような市町村のニーズがあるかという調査

とか、最初の募集は県で行いました。一定程度

集まったところで運営団体を決めて、ここから

先については、追加の募集も含めて、あるいは

それ以外の市町村のニーズの調査も含めて、今

後は運営団体にしっかりやってもらうというこ

とになるというふうに思っています。

この委員のほとんどは、３月の予○権藤委員

算議会以前の常任委員会では違っていたわけで

すね。だから、今、話を聞くと、初めてのこと

ばかりを理解せないかんわけよ。それでは我々

、委員としても不行き届きではあるんだけれども

もう一回時間をとって、この契約の中身を説明

してもらわんとわからん。

私が１つ疑問点があるのは、10人とか５人と

かというのを一括で契約するということ、それ

は問題ないの。10人が９人になったりしたとき

はどうなるの。そういうこと等を含めて、外部

委託とはいいながら、契約の仕方は、金額は問

題ないわけですか。それであれば、例えば実績

を見ながら精査していく契約内容とか、そうい

う契約を含めて、この265万というのはどうなっ

ているのか。最初の説明では、中長期は入って

いないとか、生活費がどうだと、そういうのは

最初に説明してもらわんと、駐車場の分が何ぼ

かというのはわけがわからん。予算段階では考

え方があったはずだから 予算の審議資料をもっ、

てもう一回休憩して説明してください そうじゃ。

ないと、のみ込めん。

派遣人数10人というのをこの運営○井本委員

団体が派遣するということですね。一番先にこ

れを書くから、第１回支援活動についてずっと

書いてあると思うじゃないですか 運営団体が30。
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回も40回も今後やるというわけでしょう。

第１回がこの西米良村と○永山総合政策課長

いうことで、今後については、この運営団体が

当初の予定では30回程度いろんな活動に派遣し

。 。ていく その作業をこの運営団体がやっていく

、 、 、ただ 先ほどございましたように 結果として

数が少ないあるいは人数が少ない場合もあるで

しょうし、もっと多くのニーズが出てくる場合

。 、もあるかもしれません そのあたりについては

どう対応していくのかということについて県と

話をしないといけないでしょうし、最終的に委

託料については精算行為を行って、余りがない

ように、使い過ぎとかいうことがないようにし

なければならないのは御指摘のとおりだという

ふうには思います。

今の契約はどうなっているの。○権藤委員

委託料につきま○山内中山間・地域対策室長

しては、限度額として定めております。最高こ

こまでですと。おっしゃるように、実績等に応

じて 実績報告書を出していただいて、過払―

い金の返還等についても、その規定はしている

ところであります。

特定非営利活動法人について、今○福田委員

の論議を聞いていて、これはほとんどの部局に

関係ありますが、部長お見えでありますが、グ

ループビジネスとして数多く立ち上がってきて

いるわけですね。名称に特定非営利活動法人で

すから、そこに隠れて、通常で考えますと、か

なり甘い契約あるいは依頼等がなされる傾向が

強いなということを各部局のいろんな法人の説

明を聞いていて考えておるんです。きょうは権

藤委員が発端で、そういうことをずっと論議し

ましたが、部長お見えですから、今後、グルー

プビジネスあるいはファミリービジネスとして

非常にこれが盛んになりますから、よほど行政

は目を光らせて対応していかないと、それにす

ぐ乗っかるような格好では、こういうことが次

から次から出てくる可能性があるなと。これが

悪いというわけじゃないんですよ。しっかりし

た対応して法人を使いこなす、そういうことが

大事じゃないかなということをきょうはあえて

提言をしておきたいと思います。

さっきから指摘がありましたよう○萩原委員

に、この書き方の順序がちょっとおかしいんで

すね。非営利団体の「みんなのくらしターミナ

ル」というのは、県民政策部の中山間・地域対

策室だけの契約なのか、県全体のいろんなボラ

ンティアに関する契約なのかがまず１つ。

２つ目は、一番上に書かなきゃいけなかった

と思うんですけれども、中長期のこういうボラ

ンティアの、ここを決定するにはこういう４つ

、 、の団体があって その中で公平に審査した結果

特定非営利活動法人「みんなのくらしターミナ

ル」に決定しましたというのをまず一番上に書

いておってやらないと、30というのが中山間・

地域対策室だけの30回程度なのか、県のほかの

部局にも関するのも入れて30なのか、いろんな

、 、ボランティア さっき話がありましたけれども

性善説、性悪説はありますけれども、あなたた

ちが一番得意な性悪説から考えると、その辺は

ぴしゃっとしていないと さっき権藤委員が言っ、

たように、３月の当初予算で我々はわかってい

ないし、わかりやすい説明をしたほうがいいん

じゃないか。細かい数字のことがどうだこうだ

というのはわからんでもないけれども、基本的

にはこういう順序で計画していますということ

を言わないと、まずいんじゃないかと思うんで

す。

委員として求めたいことは、２月○権藤委員

の審査した資料で 265万というのをさっき口―
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頭で聞いたけど 「みんなのくらしターミナル」、

との契約の中身がどういうもので、県としては

それが妥当だと判断して提案したわけでしょう

、 、 、から それと契約上 期末に精査し直すんだと

そういう部分が初めてのことで我々もわからん

から、要するに、この制度そのものは指定管理

者ではなかったけれども、外部委託制度という

ものは我々も理解が不十分なわけです。その２

月時点での資料で、口頭でなくてちゃんと265万

がこうですというやつを説明してください。そ

れと後で、実績ベースで契約は精査しますとい

うのが書いてあるなら、書いてある契約書も見

せてください。我々だって、この場で言うのは

おかしいけど、１円まで領収を出しているわけ

だから。

さっき言いましたように この み○萩原委員 、 「

んなのくらしターミナル」というのは、中山間

盛り上げ隊だけのボランティアなんですか。30

カ所というのは、中山間盛り上げ隊だけの意味

で「みんなのくらしターミナル」と契約したん

ですか。

中山間盛り上げ○山内中山間・地域対策室長

隊だけのものです。

こういったことは言いたくな○河野副委員長

いけど、この法人の方はどういう方法で選ばれ

たんですか。

具体的には、公○山内中山間・地域対策室長

募いたしまして、その審査委員会を別途設けま

して、３名の審査委員で審査をしました。行政

から２人で、あと、社会福祉協議会の職員の方

にボランティア関係ということもありましてお

願いしたところです。

この法人の性格なんか調べて○河野副委員長

おられますか。私、清武だからよく知っている

んですけど。

福田委員の関連も含めてなんです○武井委員

が、河野委員からもいろいろありましたけれど

も、特定非営利活動法人もこちらの担当部署で

すから、そういう観点からお伺いしたいと思う

んですが、特定非営利活動法人の理事とか、会

社で言う取締役になりますけど、そういうとこ

ろに県の職員の方が入っている法人で県の委託

事業を受けている ここも入っていらっしゃ―

るんじゃないかと思うんですけれども とい―

うところがあって、そこが委託を受けるという

ことについては、こういったものの公平性から

いって私は疑問があるんですけれども、民間会

社であれば、県の職員が兼務することはそもそ

もできないわけですが、特定非営利活動法人で

、 、すと さっき福田委員もおっしゃったとおりで

その辺がルール化されていないので、その辺が

あると思うんですが、そのあたりの基準とかい

うのはどういうふうに考えていらっしゃるのか

を伺いたいと思います。

正確なデータというのは○永山総合政策課長

持っておりませんけれども、県職員の中でさま

ざまなＮＰＯに参加したり、場合によっては理

事を務めたりという例はあるのではないかとい

うふうに思います。そういう団体と県が契約を

結ぶことについて現時点においては規制という

ものはございません。ただ、これだけＮＰＯ活

動が盛んになり、あるいは先ほどもございまし

たように、さまざまな委託受託関係が発生する

となると、確かに、そのあたりについても少し

整理すべき時期には来ているのかなというふう

には思います。

。○武井委員 非常に重要な問題だと思うんです

民間会社であれば、例えば議員が取締役をして

いる会社に規制があったりするわけですから、

公平公正な競争という観点からも、そのあたり
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のルール化というのは早急に図っていただく必

。要があるのではないだろうかと考えております

、 、 、これ また 資料要求でお願いしたいんですが

公募の過程、何者があって、どういう形で最終

的にここが選ばれたのかというのは、指定管理

とかの場合は、審査員名まで委員会に上がって

きて、こういう形で審査されたというのが見え

るわけですけれども、今回の場合は、質問しな

ければどういう形でここが選ばれたのかという

ことすらわからなかったということになります

から、委託事業であっても結果として県費を入

れていくということには変わりないわけですか

ら、今後の課題でもあると思うんですが、少な

くとも今回についてはこれだけ意見も出ていま

、 、すので どういった経緯でどういう者があって

どういう方が審査をされてこういう形で出たか

というのはお示しをお願いしたいと思います。

引き続いて、では、265万円というのがあった

んですが、現時点において支払われている金額

というのは幾らになるか、お聞かせください。

現時点において○山内中山間・地域対策室長

は支払いはまだしておりません。

例えば、人件費とか一般管理費と○武井委員

か、こういうものというのはいずれどこかの段

階で必ず支払っていかなければいけないと思う

んですが、生活費150万というのが入っていると

いうことは、こういったものというのは、保険

にしてもそうですが、あくまでも実際にかかっ

た実費を算出して、その範囲内のみで支払いを

するという理解でいいということですか。

おっしゃるとお○山内中山間・地域対策室長

り、実費というか、こちらで決めた定額がござ

います。月に例えば７万、それを支給するとい

うことになります。保険料は掛けた金額です。

実費額で支払います。

月に７万とかいうのが出たんです○武井委員

が、平たく言えば、中長期派遣にだれも応募が

なくて１人も行かなかったら１円も払わないと

いう理解でいいということですね。わかりまし

た。

人件費なんですけれども、50万というのが来

年の３月までということなんですけれども、こ

ういったようなものというのは、実績にはほと

んど関係ないといいますか、人件費は、このた

めに人をかけているということであれば、実績

がどうであったかということとは関係なく、最

終的に支払いをするということになるという理

解でよろしいですか。

御質問のとおり○山内中山間・地域対策室長

で考えております。

実際的に、もちろん人件費、経費○武井委員

がかかるのはわかるんですけれども、いずれに

せよ、そのあたりも含めて委託のときの詳細を

いただきたいと思います。以上です。

私どもの説明がまずく、○高山県民政策部長

うまく御説明できなかったと思いますが、先ほ

、どいろいろいただいた御意見等につきましては

よくわかるような形で資料を改めて提出させて

いただきたいと思います。事業の趣旨から契約

の内容等含めまして、そして先ほど申しました

精算という形になりますので、その辺を含めて

どういう形でやるかということについて、後ほ

ど文書で御報告させていただきたいというふう

に思っております。

暫時休憩いたします。○髙橋委員長

午前11時13分休憩

午前11時22分再開

委員会を再開いたします。○髙橋委員長

報告事項の説明を求めます。
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なお、委員の質疑は、執行部の説明が終了し

た後にお願いいたします。

それでは、御説○田原選挙管理委員会書記長

明させていただきます。

お手元の説明資料、１枚紙でございますけれ

ども、ごらんいただきたいと思います。大規模

ショッピングセンター等における期日前投票所

の設置の動きについてであります。

まず、１の背景についてであります。御存じ

のとおり、国、地方の選挙を問わず、その投票

率は長らく低迷傾向が続いておりますが、中で

も 若者の投票率は全体の投票率を大きく下回っ、

ており、若者の選挙や政治への関心の低下が全

国的に問題となっております。このため国にお

いては、平成15年に期日前投票制度を新たに設

けるなど、有権者が投票しやすい環境を整備す

ることにより、投票率の向上を図ってきたとこ

ろであります。この期日前投票制度における投

票所につきましては、各市町村の選挙管理委員

会が指定することとなっているところでありま

すが、最近、有権者の利便性を高め、投票率の

一層の向上を図るため、若者など多くの人が集

まる大規模ショッピングセンター等に期日前投

票所を設置する動きがあるところであります。

次に、２の現状であります。この表は、さき

に当委員会がその設置状況について全国の都道

府県及び県内28の市町村の選挙管理委員会を対

象に調査した結果であります。まず、全国であ

りますが、設置した実績がある市町村は５県に

おいて８市ありました。また、設置を検討中の

市町村は２県において２市あり、いずれも今回

の衆議院総選挙から設置する予定とのことでご

ざいました。次に、県内でありますが、設置し

。 、た実績がある市町村はありませんでした また

設置を検討中の市町村は１市ありましたが、時

期は未定とのことでありました。今後検討予定

のある市町村は１市２町でありました。なお、

この調査では、あわせて大学への期日前投票所

の設置の状況についても調査いたしましたが、

全国、県内とも設置した実績のある市町村はご

ざいませんでした。

次に、３の設置に当たっての課題であります

が、ただいま申し上げました県内の市町村選管

への調査の中で行ったアンケートの回答を取り

まとめたものでございます。まず、１つ目が投

票の秘密保持、不正行為の防止及びセキュリ

ティーの確保といった施設及び人員面の課題で

ございます。これらにつきましては、投票に関

係がない者が出入りできないような独立した施

設に、他人が投票の記載を見ることや投票用紙

の交換などの不正な手段が用いられないように

するための相当の設備・機材を設置するスペー

スと、投票管理者や投票立会人などの新たな人

員の確保が必要とされるところでございます。

２つ目が、異なる期日前投票所で複数回投票す

るといった、いわゆる二重投票の防止でありま

す。これにつきましては、期日前投票所間で選

挙人の投票状況を確認するためにオンラインで

情報を共有するためのネットワーク環境の整備

が必要とされるところであります。このほか、

（３）のその他にありますとおり、期日前投票

所の設置に要する経費や、それぞれの選挙時に

期日前投票所として対応できる場所が確実に確

保できるかといった課題、そしてその期日前投

票所では投票できない他の市町村の住民とのト

ラブルといった課題などが挙げられたところで

あります。

なお、米印のところですが （１）と（２）の、

課題につきましては、それらが解決されないま

ま期日前投票所が設置された場合、選挙の基本
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理念である自由公正の原則が阻害されており、

手続に瑕疵があるとして選挙自体が無効となる

可能性もあるところであります。

最後に、４の県選挙管理委員会としての対応

であります。県選管といたしましては、期日前

投票所の大規模ショッピングセンターへの設置

につきましては、有権者の利便性を図り、投票

率の向上が期待できますことから、今後、適切

、な情報提供や課題解決に向けた助言を行うなど

市町村選管の積極的な検討を促していきたいと

考えているところでございます。

説明は以上でございます。よろしくお願いい

たします。

執行部の説明が終わりました。○髙橋委員長

委員の皆様からの質疑をお願いいたします。

状況、内容はよくわかったんです○武井委員

が、検討中が１市、または予定の１市２町とい

うのは、差し支えなければどこがどういう検討

されているのか、お聞かせください。

県内の設置を検○田原選挙管理委員会書記長

討中の市町村１市でございますが、宮崎市でご

ざいます。それから、今後検討予定のある市町

村１市２町でございますが、都城市と高鍋町、

川南町ということでございます。宮崎市につき

ましては、イオンショッピングセンターという

ことで、具体的にその経費の積算等をする、そ

ういった検討まで行っているというふうに聞い

ているところでございます。

例えば来年とか次年度とか、おお○武井委員

むねこれぐらいでとか考えていらっしゃるとい

う話は、宮崎市選管とはお話しになったりされ

たんでしょうか。

アンケートで未○田原選挙管理委員会書記長

定ということで回答が上がっておりまして、そ

、 、れ以上 時期を具体的にいつと考えているとか

そういったことについて照会をした、確認をし

たことはございません。

確認なんですけど、これは当然と○武井委員

いえば当然なんだろうと思うんですが、イオン

ショッピングセンターなんかですと、ここにも

書いてありますが、宮崎市の人だけが出入りす

るわけではなくて、東諸県郡とか児湯郡の方な

んかも見えるわけですけど、当然そこでは宮崎

市の人しか投票できない。もし仮に別のところ

の方もしようと思えば、部屋をそれぞれのとこ

ろでつくってやらなきゃいけないというような

形になるということですね。

イオンは宮崎市○田原選挙管理委員会書記長

ですから、宮崎市がイオンに設置するというこ

、とについては何も問題はないかと思いますけど

例えば隣の高鍋町が、宮崎市に買い物に行く人

が多いからといって、高鍋町が宮崎市内の施設

に期日前投票所を設置できるかどうか、市町村

の区域内において設置するというのが原則に

なっておりますので、そのあたり、みずからの

市町村の区域外に期日前投票所を設置できるか

といったところについては確認をしてみないと

いけないというふうに思っているところでござ

います。

２つ問題があると思うんです。１○萩原委員

つは、地区のそれぞれの今の投票所は、その地

区の自治公民館なり自治会なりのそれなりの顔

の人が座っていますね。年ごろが一緒で、背丈

まで一緒かどうか別として、代理でやる可能性

が高くなってくるということが１つ。それと、

そういうショッピングセンターで投票率を上げ

るということは、大義名分が立つけれども、お

。 、客様をそういうところに誘導する 中央商店街

ありますね。それからこちらにお客様を誘導す

るような、それでなくとも商店街はみんな苦し
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いのに、そういうのが重なっていくと、人間と

いうのは不思議なもので、そういうところにど

んどんお客さんを誘導してしまうんです。そう

いう危険性が非常に高いと私は見ています。そ

の２つの問題点を十分検討していただきたいな

と思います。

１点目の二重投○田原選挙管理委員会書記長

票につきましては、このぺーパーの中にもござ

いますように、宮崎市内ですと10カ所、期日前

投票所がありますので、１カ所の期日前投票所

で投票して、すぐその足で別の投票所に行って

投票する、二重投票という可能性もあるわけで

ございますけど、それを防ぐために、各期日前

投票所をオンラインで結んで、この方はここで

投票が終わりましたよということをほかの期日

前投票所でも確認できる、そういうシステムを

組んでいただく必要があるということでござい

ます。

、 、それから ２つ目の御質問でございますけど

大規模ショッピングセンター、イオンは逆に、

今、委員が御心配になられました集客というと

ころを一つの目的としまして、イオンの施設に

ついては、積極的に無料で期日前投票所として

の利用を呼びかけるといったことをイオンでは

行っているところでございまして 委員おっしゃ、

るような人の流れをつくり出すというんでしょ

うか、逆に商店街、ショッピングセンターにつ

いてはそういったことを望んでの働きかけも行

われているという現実もあるところでございま

す。

二重投票の心配もあるけれども、○萩原委員

ほかの人の代理で、成り済ましの危険性が高い

ということです。地元にあると、知っている人

が、地域の人が座っているわけだから、今度は

そういうところになると、成り済ましが十分に

可能性があるわけです。

委員おっしゃる○田原選挙管理委員会書記長

、 、とおりでございまして この点につきましては

現在の期日前投票、宣誓書というのがございま

して、そこに、期日前投票をしなければいけな

い事由を選んで、名前とか生年月日とかを書き

まして、宣誓するといった仕組みはとられてお

りますけど、個人の、例えば運転免許証を示し

て自分は間違いないですよといったところまで

の確認は求められておりませんので、確かに委

員おっしゃるような御心配はあるところでござ

いますけど、それでも、投票日当日の投票に比

べますと、そういった確認を厳格にして、不正

投票が行われないような、そういった仕組みは

取り入れているというふうに考えているところ

でございます。

具体的にどうとられているわけで○井本委員

すか。我々、本当の選挙のとき、はがきを持っ

ていかないかんでしょう。こっちはどうなの。

もちろん入場券○田原選挙管理委員会書記長

が必要でございますけれども、なくても投票は

できます。

条件としてはそっちのほうが軽い○井本委員

じゃないか。

今申し上げまし○田原選挙管理委員会書記長

たのは、期日前投票の場合と当日、今回の場合

ですと８月30日に投票する場合の違いでござい

ますけど、当日ですと、入場券なりを持ってい

かなくても、選挙人名簿との対照だけで投票が

、 、できるわけでございますけど 期日前投票所は

、もちろん選挙人名簿との対照もございますけど

宣誓書といいまして、自分がどういう理由で当

日投票できないかを書き、さらに氏名とか生年

月日も署名した上で宣誓するという仕組みがと

られています。
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。○井本委員 軽いじゃないかと私は言っている

書くのはだれだって書くよ、うそでも。書いた

からって、どうやってチェックするんですか。

そっちのほうが軽いじゃないかと言っているわ

けよ。前、私は一般質問をしたことがある。本

来的に投票するときのほうは、こんなのを持っ

ていかないかんのに、期日前のときは、極端な

ことを言えば何も要らんわけでしょう。逆じゃ

ないかと。そっちのほうを厳しくせないかんの

に、こっちのほうが厳しいじゃないかと質問し

たことがある。なってないじゃないの。

委員おっしゃい○田原選挙管理委員会書記長

ました入場券につきましては、当日の場合も必

ずしも必要ではないということでございます。

入場券がなくても投票はできますので、それに

加えて、期日前投票所は宣誓書を書かなきゃい

かんという点で当日の投票所よりは厳格になっ

ているということでございます。

当日のときはどうやってチェック○井本委員

しているの。

期日前投票につ○田原選挙管理委員会書記長

きましては、宣誓……。

当日の場合は、どうやってチェッ○井本委員

クしているのかと。

当日の場合は、○田原選挙管理委員会書記長

選挙人名簿との対照だけでございます。

ほかはございませんか。○髙橋委員長

以前に個別に、正当なポスターと○権藤委員

いうことで某県議候補と言われる方が数え切れ

ないぐらい張ってあるわけですが 前回の６月30、

日閉会の定例議会では、知事はほとんど出るだ

ろうというような感覚だったんですが、そのあ

たりで、揺れ戻しが来ましたけれども、知事選

があれば当然、補欠選挙はセットであるという

ことですね。結果的になかったわけですが、そ

の場合には、あくまでも知事が辞表を出さない

限りは警告や指導はできないのかということを

お尋ねします。

今御質問の点で○田原選挙管理委員会書記長

ございますけど、任期満了後の６カ月前、また

は公示されて選挙の当日までという形に規制の

期間がなっておりますので そういう委員がおっ、

しゃるような可能性はあったわけでございます

けど、その事由が発生しておりませんので、そ

れを規制するというわけにはいかなかったとこ

ろでございます。

衆議院の公示、18日以前に選管は○権藤委員

どう指導されるんでしょうか。選挙中、あれは

張りっ放しですか。

委員のおっ○田原選挙管理委員会書記長

しゃっている方につきましては、私どもとしま

しては、あくまでも県議会議員の議員を目指し

て今、政治活動を行っていらっしゃる方という

ふうに認識しているところでございまして、禁

止されますのは、あくまでも衆議院議員を目指

す方についての規制でございますので、このま

ま18日の公示日を迎えましても、私どものほう

から……。

公示日後です。○権藤委員

公示日後も、そ○田原選挙管理委員会書記長

のポスターに対して撤去を命じるとか そういっ、

たことを働きかけるということはないというふ

うに考えております。

。○権藤委員 ２区エリアとかで新人が出ている

あるいは１区、出るといってやめたという人あ

たりがおるわけだけれども、そういう人はポス

ターも張らなかったわけです。そうすると、だ

れを入れようかなというような人は、ポスター

がいっぱい張ってあるから、あの人に入れよう

かとか、そういうことが起こる可能性もあるん
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だけど、予防的な立場からの指導はできないん

ですね。

今おっしゃって○田原選挙管理委員会書記長

いる方はあくまでも県議を目指していらっしゃ

る。今から始まる選挙は、衆議院についての選

挙が始まるということでございますので、選挙

の種類が違うわけでございますので、こちらの

選挙があるからといって、そういう別の選挙に

かかわる部分の活動を規制することにはならな

いということでございます。

その他ほかにございませんか。○髙橋委員長

前、延岡でも、建設業者がたくさ○井本委員

ん集めて行って、おりる間際に、何々さんです

よと言って、これは当然いかんことでしょう。

何々さんに投票するんですよと。

もちろん選挙運○田原選挙管理委員会書記長

動期間中でなければ、それは禁止されている行

為でございます。投票を依頼する行為で、事前

運動ということになろうかと思います。

期日前投票、それはどうなるの。○井本委員

それはいいわけですか バスか何かで連れて行っ。

て、おりるところで何々さんに入れなきゃいけ

ませんよ、何々さんですよとやるのはいいわけ

ですか。

個人の立場で投○田原選挙管理委員会書記長

票を依頼する、それについては、個人の選挙運

動の自由という範囲内でそういった依頼行為は

認められますけど、例えば選挙人の方をまとめ

て車でもって期日前投票所に連れて行くという

行為については、交通費を出しているといった

形で寄附の行為の禁止に当たる可能性があると

いうことは考えられることでございます。

ほかにございませんか。○髙橋委員長

先ほどの御説明の関連ですが、○前屋敷委員

今、ポスターを張っていらっしゃる方について

は、届けを出されるときに、明確に県議を目指

しているというふうな態度表明をされているん

ですか。

、○田原選挙管理委員会書記長 私どものほうに

県議選を私は目指しているとか、そういった表

明があっているわけではございませんけど、過

去に県議選に立たれた実績とか、そういったも

ろもろの情勢でもって私どもはこの方について

は県議選を目指している方だというふうに認識

しているところでございまして、そのためにあ

なたはどの選挙を目指していらっしゃるんです

かというところを確認するということは行って

いないところでございます。

急遽、衆議院を目指すというふ○前屋敷委員

うになることも想定できるわけなんですけど。

１つ説明が不足○田原選挙管理委員会書記長

しておりました。ポスターには、私どもの発行

します看板がございまして、その看板にこれに

、ついては県議選とか種類を明示しておりまして

この方については県議選のためのそういう看板

を掲出している方ですよという外形的な認識は

しているところでございます。

いかにも皆さんはチェックという○権藤委員

か、そこら辺を厳しく見ているというようなこ

とのようですけれども、ポスターを現に張って

いる人は、一時的には民主党の公募に履歴書を

出して、面接を受けたら、もうちょっと地方で

勉強されたらどうですかという意味合いのこと

で、本人の解釈として、人づてに聞いているの

は、地方議員のほうの公募に合格したというよ

うな言い方でやっている。それが自民党さんの

ほうは、私は詳しくは知らんけれども、公募に

、 、 、応じて Ｕさんが１番で どこかの人が２番で

私は３番目に登録されましたというようなこと

で、私が聞いたわけじゃないですよ、そういう
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、ことで運動しているというようなことですから

選管の立場上、あれだけのポスターを張るとい

うことは 既に期限は、既定の方針としては―

ある、それか、知事がやめれば補欠がある、そ

ういうことを意識して特別にやっておられるわ

けですから、少なくとも書類に書いたのは、後

援会の申請をしたのは何年先か前ですね。その

後に、あなたは自民党の公募にも、国会議員の

公募にも応募されているけど、これは県議選だ

けですかとか、そういうことを確認してもらう

必要は それは向こうの名誉を損じるとか、―

活動を制約するとかということにはならないよ

うな形で選管としてはきっちりと、最初出た書

類に書いてあるからそうですわということじゃ

なくて、少なくともあの枚数は異常じゃないか

なというぐらいに、どういう経費をかけて、自

分がこつこつ毎日やったのかどうか知らんけれ

ども、通常ではないというふうに思っています

ので、今後よく注意していただいて、必要性が

あれば、そういう事前指導ということも行き過

ぎではないと私は思いますが、また検討してい

ただきたいと思います。

関連で伺いますが、前屋敷委員か○武井委員

らもありましたし、権藤委員からもありました

が、目的として、今は県議会議員の選挙に出る

ということを選管に登録していると思うんです

が、それがある日突然、きょうから気が変わり

ましたから衆議院にしますとかというのは、そ

れは何ら制約をされているものではないという

ことですね。

そのとおりでご○田原選挙管理委員会書記長

ざいます。

例えば、極端な話、衆議院に出る○武井委員

ということで前職とか表明されている方という

のは、当然６カ月前から規制がかかっているん

ですが その方が例えば告示の前日に気が変わっ、

て私は総選挙に出ることにいたしましたという

ことをおっしゃれば 総選挙の前日までポスター、

を張っておくことには何ら制約はないという理

解でよろしいということですね。

今おっしゃった○田原選挙管理委員会書記長

とおりでございまして、外形的に、マスコミ等

でそういった情報が入ってくるとか、そういっ

たこともなくていきなりそういったふうに出て

こられれば、私どもとしては武井委員がおっ

しゃったような形で認定せざるを得ないという

ふうに思っているところでございます。

としますと、そういうことをする○武井委員

ということではないということで技術的なお話

として申し上げます。例えば私が県議会議員の

選挙の２期目に出馬しますということですと、

６カ月前からポスターも一切、政治活動に制約

があるんですが、私は次はもっと先の別の選挙

を考えることにしますといって変更して、告示

の前の日に、やっぱり県議会のほうがいいと支

援者が言うので県議会に戻すということをすれ

ば、このルールはほとんど事実上、ざる法にな

るということについて、選挙管理委員会として

何ら制約はできない法であるということでよろ

しいですね。

私ども法律の規○田原選挙管理委員会書記長

定に従って指導していく、助言していくという

形でございます。それが外形的に明らかにこう

だというものがわからない限り、私どものほう

からそれを確認して先々に手を打つといったこ

とはできない、しないことになるというふうに

思います。

わかりました。外形的な基準とか○武井委員

その辺も伺いたいところですが、抽象的な話な

のでやめますが、ポスターの話が先ほどから出
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ておりましたが、私どもはシールをもらって12

枚の看板ということで、基本的にはすべての議

員の皆さん、12枚の看板の中でされていると思

うんですが、ところが、一方では、ポスターを

無尽蔵に張られるということは、実質的にはこ

れもほとんど意味をなしていない状況にあると

いうこと、現状的にはそういう状況にあるとい

うことですね。そういう認識はお持ちだという

ことでよろしいですか。

私どもとしまし○田原選挙管理委員会書記長

ては、選挙運動期間外の政治活動については原

則自由に行うことができると。ただ、その中で

金のかかる選挙とか、そういったことでは一定

の規制が必要だという形で、名前の入ったポス

ター、もちろん政治活動であるべきことが必要

なんですけど、選挙運動目当てであってはいけ

ないんですけど、それについては裏打ちのない

ポスター、いわゆるベニヤとかでとめられてい

ないポスターについては、それは認めましょう

という形で、政治活動は基本的原則としては自

由なんだけど、でもこういったものは、金のか

かる選挙、そういった形でふさわしくないので

一定の制限をかけましょうという、そういった

観点からの法律の規制だというふうに考えてい

、 、 、 、るところでございまして ただ それも 態様

時期とか量とか、そういったものを総合的に判

断して これは行き過ぎだとか 選挙活動に入っ、 、

ているとか、そういったことの認定はしていか

なきゃいけないというふうに考えているところ

でございますけれども、今回の件につきまして

も、いろいろ御照会いただきましたので、検討

はしたところでございますけど、私どものほう

から積極的に指導していくというところの程度

までには、総合的に考えまして、至っていない

という判断をしたところでございます。

実質的には、12枚の看板というの○武井委員

はほとんど意味をなしていないというか、やっ

、たもの勝ちなんだなというのを感じるんですが

例えば連張りしているものとかありますね。２

枚並べて張っているものとか、著しく至近距離

に連続して張っているようなものもいろいろあ

るんですが、確かにあれは討論演説会の案内と

いうことなんですけれども、事実上は名字を大

書きして、連張りを特にしているということも

含めると、実質的には立会演説会の案内という

より、純粋な売名行為以外の何物でもないとい

うふうに見えるんですけれども、そのあたりと

いうのは指導対象にならないのか、伺います。

連張りにつきま○田原選挙管理委員会書記長

しては、いわゆる売名行為に当たるという形で

規制をかけていくべきものだというふうに考え

ているところでございます。ただ、個々の部分

につきましては それぞれを見ながら そういっ、 、

た規制の対象になるかどうかについては個々に

判断していくしかないというふうに考えている

ところでございます。

説明不足で申しわけございません。実際の指

、 、導のあり方としましては 連張りにつきまして

一応、してはいけないわけでございますけど、

指導の基準として、４枚以上という形の指導を

しているということでございます。

４枚以上というのは疑問があるん○武井委員

ですが、連張りはだめだ、でも３枚ならよくて

４枚ならいいと。なるほど３枚まで張っている

のがあるので、多分そういう基準を熟知して、

なさっているんだろうと思うんです。４枚から

という根拠は何ですか。

今すぐにはわか○田原選挙管理委員会書記長

りませんので、確認して、また委員長を通じて

御回答差し上げたいと思います。 主幹に回―
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答させてよろしいでしょうか。

これは、法律上、○岩村選挙管理委員会主幹

何枚まではだめだということが書いてあるもの

ではないんですが、まず原則として、ポスター

は、政治活動の範囲内であれば、憲法上保障さ

。れている表現の自由というところもございます

そこの部分と、皆様から今お話のあっているよ

、うな売名行為になるのではないかといった場合

どこに線を引くかというところになるかと思う

んですが、私ども県警あたりといつもその辺は

協議して、なかなか県警からはできなくても、

選挙管理委員会として何とかやってくれないか

という中で指導を出したりしているのがあるん

ですが、実は県警はある程度基準としまして、

５枚程度みたいなところを内々持っている、こ

れも県警として書かれてあるものなのかどうか

私ども存じ上げないんですが、そういった基準

があります。ただ、私どもとしては、そこを５

枚ということではなくて 政治活動用のポスター、

であれば、普通、１枚、２枚あれば十分足りる

のではないか、それを３枚、４枚、連張りされ

ているというのは、武井委員がおっしゃいます

ように、売名を目的にしているということも言

えるのではないかということで、県警が５枚と

いうところで、一歩進めて４枚というところに

なって、そこは３枚でもいいじゃないかという

お話もあるかもしれませんが、一応そういった

ことで４枚以上連張りしているところについて

は、事前運動、売名的なおそれがあるというこ

とで指導させていただいているところでござい

ます。

私が思うのは、憲法上、表現の自○井本委員

、 、由 政治活動の自由というのがまず最初にある

これが原則だと思う。それに対して規制をかけ

ているわけですね。余り金がかかるんじゃない

か、余り競争が激し過ぎるといろいろ弊害が出

るんじゃないかということで規制をかけている

と思う。表現の自由に規制をかける限りは、最

低限の規制じゃないといかんということに、今

までの憲法上の訴訟なんかは、なっている。５

枚やら４枚やら、まだそういう判例やら恐らく

ないんじゃないかと思うんです。裁判所がどん

な判断するのか。もしかしたら何枚張っても結

構ですよということに 最低限の規制しかで―

きないという、表現の自由、政治活動の自由と

いうのは憲法上、我々国民に保障された権利で

すから、これを規制するということは、よほど

の理由がないと規制できんというふうに私は

思っているんです。４枚、５枚という数字も、

単なる当てずっぽうな数字であって、そういう

、裁判をやったことはないだろうと思うんですが

。規制に対する判例とかそんなものはありますか

私どももいろいろ○岩村選挙管理委員会主幹

指導するに当たっては、判例集とかを読み込ん

で指導の判断しているわけでございますが、こ

ういった形で、今、井本委員がおっしゃいます

ように、政治活動用のポスターの連張りについ

て何枚以上は違反になっているとかなっていな

い、そういったものの判例は私どもが今まで調

査した限りはございません。

枚数じゃなくてもいいですけど、○井本委員

そういう規制に対するものは憲法違反じゃない

かというような判例はないですか。いろんな規

制があるわけですね。我々は何持っていっちゃ

いかんとか何とか、いろんな規制があるわけで

すけれども、その規制は憲法違反じゃないかと

いう裁判例というのはないんですか。

ポスターのこう○岩村選挙管理委員会主幹

いった掲示、それとビラのポスティング、これ

は裁判の中では、確かに公選法違反の問題だけ
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ではなくて、井本委員おっしゃいますように、

憲法で保障されています表現の自由、政治活動

の自由、ここはよく争われているところでござ

います。最近ありました京都の関係とか、幾つ

かの判例の中では、憲法違反になるところまで

は判例の中ではなかったという記憶があるんで

すが、勉強不足かもしれませんが、憲法違反で

あるというところまでの判例は見た記憶がござ

いません。

戸別訪問禁止も表現の自由とか政○井本委員

治活動の自由に反するんじゃないかと実は私な

んか思っているんだけど、これに対しての判例

というのはないですか。

戸別訪問について○岩村選挙管理委員会主幹

は、判例はいろいろございます。ただ、井本委

員がおっしゃいますように、戸別訪問につきま

しては、今までの公選法の改正の中で、戸別訪

問を行うことによって、それぞれの家庭もしく

は営業所、そういった中で密室的な感じで選挙

運動が行われる。その中で買収であったりいろ

いろな行為が行われたという、昭和30年代、40

年代のそういった背景のもとにこれは規制され

ているものでございますが、一昨年の政府・与

党の公選法の審議会などでは、こういったこと

まで政治活動を本当に縛るべきなのかどうか、

投票率が低いのも、政治活動を余りにも公職選

挙法の中でこれはしてはいけないということで

縛り過ぎているのではないか、そういう中で戸

別訪問の禁止については、ある程度、民主主義

が熟成したのであるから、そこは解除してもい

いのではないかというような議論も幾つか行わ

れておりまして、これは今後の国会の御審議を

まちたいというふうには思っているところでご

ざいます。

休憩時間にもお話ししましたシル○萩原委員

、 、バー人材センター 純粋な県議会報告でしたら

後援会活動じゃないわけですから、各シルバー

人材センターで配布依頼が来たときには、公平

にひとつやっていただきたい。それと、戸別訪

問は、あくまでもシルバー人材センターを受け

、 、るときには 個人の議員の名前をお願いします

これだけは禁句ですよということだけ言っても

。 、らえばいい 戸別訪問のどうのこうの言うから

。シルバー人材センターが二の足を踏むわけです

禁止することというのは、個人が議会報告を出

すわけですから、この人をお願いしますという

ことだけは禁句ですよ、それ以外でポスティン

グしようが持っていくには構いませんよと、そ

れと、選挙告示の半年前でこれはストップして

ください、それだけ２つを言っていただいて各

シルバー人材センターでやっていただくと、郵

便よりはるかに安くつくんです。シルバー人材

センターの売り上げにもなるわけですから、試

算すると大変な売り上げです。市会議員もおる

し、市会議員の連中も議会報告を出したいんだ

けど、郵便で出すと金がかかるからということ

で、野放図にするわけじゃないですから、例え

ば都城に有権者が14万おれば、14万部つくろう

なんてことはしないわけで、大体自分のテリト

リーの中学校区ぐらいでしかやらないわけです

から、その辺をひとつシルバー人材センターに

御指導方をお願いします。

その他ありませんか。○髙橋委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

以上をもちまして選挙管理委員○髙橋委員長

会を終了いたします。執行部の皆様、御苦労さ

までございました。

暫時休憩いたします。

午後０時１分休憩
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午後０時59分再開

委員会を再開いたします。○髙橋委員長

まず、執行部のほうから説明をお願いいたし

ます。

まず最初に、おわびを申○高山県民政策部長

し上げます。政策担当次長の日高がきょう午後

から出張しておりまして、欠席させていただき

ます。御了解いただきたいと思います。

もう一点、午前中の審議におきまして、私ど

もの説明不足等によりまして皆様に大変御迷惑

をおかけしました。中山間盛り上げ隊の派遣事

業等につきまして、詳しく御説明させていただ

きたいと思いますので、よろしく御審議のほど

お願い申し上げます。

私からは以上でございます。

中山間盛り上げ○山内中山間・地域対策室長

隊派遣事業について説明させていただきます。

資料は２種類ありますけれども、募集要領で

はない薄目のものからお願いします。○中山間新

盛り上げ隊派遣事業とある資料です。これが当

初の常任委員会のときに説明をさせていただい

た資料になっております。事業目的としまして

は、午前中も御説明いたしましたけれども、中

山間地域の各種活動の維持存続を支援し、都市

と中山間地域との人的交流を促進するという事

業目的であります。事業概要については午前中

御説明しましたので、申しわけありませんけれ

ども、省略させていただきます。事業費につき

ましては、811万6,000円でお願いしたところで

す。

続きまして、ページをめくっていただきたい

と思います。中山間盛り上げ隊の運営団体委託

先決定までの経緯でございます。まず、公募概

要でございますけれども、募集開始を５月１日

からしております。募集締め切りは５月27日。

主な公募条件としまして、午前中説明しました

けれども、県内に事務所を有する法人、営利非

。営利を問わないということで公募しております

、 、委託費の上限額は265万円 詳細につきましては

別紙の21年度中山間盛り上げ隊派遣事業の運営

団体募集要領に、公募事業ですとか隊員の形態

等、事務局の行う業務等、書いてあります。こ

れが実際に公募した内容でございます。詳細に

ついては後でごらんいただきたいと思います。

、 、もとの資料に戻りまして ２の応募としては

有限会社、株式会社、ＮＰＯ法人、委託を決定

しました「みんなのくらしターミナル」の４つ

の会社、団体から応募があって、書類審査とし

てはすべて要件を満たしておりましたので、個

別ヒアリングを６月３日に県庁で実施したとこ

ろであります。

審査員としましては、社会福祉法人宮崎県社

会福祉協議会の地域福祉部長の山崎さんとＮＰ

Ｏ関係の所管課であります生活・協同・男女参

画課の黒木補佐、私の３人で審査したところで

あります。審査方法につきましては、①から⑤

に掲げておりますけれども、審査基準に従い審

、 、査しまして 最終的に委員の合議を行いまして

ＮＰＯ法人「みんなのくらしターミナル」を委

託候補団体として選定したところです。

次に、契約の内容についてであります。候補

となった「みんなのくらしターミナル」に対し

て契約金額は265万の限度額でしております。支

払い方法は概算払いとしております。ただ、今

のところ、まだ支払いはしておりません。契約

の期間としましては、６月23日から来年３月31

日まで。委託内容、具体的な作業は何をするの

かという内容ですけれども、盛り上げ隊の隊員

の募集及び登録、具体的には、そこに書いてあ

りますように、隊員の募集及び登録を行い、隊
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員名簿の作成管理、保険の加入手続、短期支援

活動の募集、支援隊員の派遣、そして、中長期

支援活動の募集及び中長期支援隊員の派遣、市

町村から中長期支援活動を募集して要望のあっ

た市町村に派遣するという内容であります。額

の確定でございますけれども、来年３月、委託

業務を完了後、業務の成果に関する報告書を提

出していただきまして、その内容を検査し、あ

わせて委託料の額を確定する内容で契約してお

ります。委託料の確定額は、委託業務に要した

実支出額と委託料の限度額のいずれか低い額と

しておりまして、条項としては、別途、既に支

払いを受けた委託料が委託料の確定額を超える

ときは、その超える金額については返還してい

ただくという契約内容になっております。

次のページでございますけれども、経費の内

訳であります。まず、積算条件としましては、

登録隊員数は150名、支援活動回数を30回、支援

活動参加隊員数を300名、現地指導に７回という

。 、積算でしておるところであります 具体的には

隊員証、隊員帽、これは合計しておりますけれ

ども、16万5,000円、通信運搬費27万1,170円、

午前中に御説明しました金額と多少異なってい

ると思いますけれども、午前中は慌てておりま

して 申しわけありませんけれども 提案のあっ、 、

た最初の見積額で御説明したところで、これが

。 、契約の経費の内訳です 向こうもヒアリング等

うちの事業で考えている内容を口頭でいろいろ

お話をさせていただいた結果、具体的にはこれ

、ぐらいかかるということで双方合意を見まして

この金額で契約しております。通信運搬費27

万1,170円、旅費交通費19万8,000円、以下ずっ

とありまして、運営団体が持つ人件費10万6,140

円、午前中は50万と申し上げたと思いますけれ

ども 10万6,140円 あと一般管理費で 合計100、 、 、

万でございます。別途、短期派遣の保険料は15

万円、中長期派遣に係る経費としては、生活費

等と書いてありますけれども､150万、両方とも

一般管理費を含んでおります。

説明は以上でございます。

説明は終わりました。委員の皆○髙橋委員長

様方の質疑を求めます。

資料も出てきましたので、わかっ○武井委員

、 、たんですが 事業費が811万6,000円ありまして

委託費が265万円ですが、差額というのはどうい

う取り扱いになるんですか。

差額につきまし○山内中山間・地域対策室長

ては 県が直営で実施する費用が別途811万6,000、

円の中に入っておりまして、例えば当初、短期

隊員の募集は県直営でやったところですけれど

も、具体的に言うと、新聞広告代、それから私

たちの事務費、市町村とか打ち合わせに行きま

すので、そういう旅費交通費等、あとは、まだ

、 、やっておりませんけれども セミナー開催費等

合わせまして 約で申しわけないんですけど 300、 、

万。

追加して説明いたしま○永山総合政策課長

す。811万6,000円の中に、県が直営で行うもの

が今御説明したように約320万ございます。残り

の差額が約220万ございますが、この分について

は、中長期派遣がまだ制度としてコンクリート

されておりませんので、これが本格的に実施さ

れて人数がふえてくれば、追加で委託する可能

性のあるものとして約200万程度があるというこ

とでございます。

ということは、265万円が限度額と○武井委員

いうことで書いてありますが、これは限度額と

いいながらも、積み増しが200万程度される可能

性があるという理解でいいでしょうか。

当初から、中長期派遣に○永山総合政策課長
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係る本格的な事務費、生活費も半分しかまだ入

れていないんですけれども、本格的な事務費等

については今回の委託契約とは別ということで

やっておりますので、追加的な委託はあり得る

というふうに思っています。

実際、限度額265万円でここに事務○武井委員

局として預ければ、残りの200万円あたりをどこ

かに預ける、よそのところにするというのは、

物理的に、隊員証とかもこっちでつくるわけで

すから、不可能だということであれば、実質的

にはあと200万程度はこの265万円に上乗せされ

ることがあるという理解でよろしいということ

ですね。

残っている金額、委託の○永山総合政策課長

可能性のあるもののほとんどは、中長期派遣の

隊員の生活費の部分です。現在は150万程度それ

を見込んでいるんですけれども、それがふえて

きた場合には、その分を追加で出しましょうと

いうふうな考え方をとっています。

確認ですけれども、残りの差額と○武井委員

いうのは、あくまでも中長期派遣生活費等のみ

に使われることになるということですね。

県が直接執行する分320万○永山総合政策課長

何がしを除いて委託料の分については、基本的

に生活費等の部分だということで御理解いただ

いていいと思います。

今の段階で150万組んであって、今○武井委員

の現状でもどういうふうになるかわからない、

１年目なので、そんなものなのかなと思わなく

もないんですが、金額の経費の内訳を見ており

ますと、短期派遣の保険料というのがあります

、 、 、けれども 一般管理費を含むというのは では

この15万円の中で、150万のほうでもいいんです

、 、が 実際は保険料なり生活費というのは幾らで

一般管理費は幾らなんですか。内訳をお知らせ

ください。

一般管理費は全○山内中山間・地域対策室長

体の10％を見ております。消費税も含めており

ますので、短期派遣保険料は866円ぐらいになる

と思っております。総額では150人分で一般管理

費込みで15万、一般管理費は10％です。

③のほうは、10％ということで、○武井委員

一般管理費が15万円ということですね。短期派

遣のほうは、保険料ということなんでしょうけ

れども、例えばイベント保険とかそういうもの

で考えたら、高くても１日100円とか50円とか、

人日にしたらそれぐらいではないかなと思うん

ですが。

ボランティア活○山内中山間・地域対策室長

動保険は、保障内容によって金額がいろいろ異

なっております。例えば、入院保険、日額7,000

円ぐらいですと、おっしゃるとおり260円ぐらい

です。１万4,000円ぐらいになりますと590円、

積算上は、パンフレット等を見て積算して、860

円程度で見ております。

保険料が１日860円、１人にかかる○武井委員

んですか。

。○山内中山間・地域対策室長 これは年間です

年間で１人860円ということです○武井委員

ね。それ掛ける人数分があって、その金額に10

％管理費を乗せたものがすなわち保険料の総額

になるという理解でいいということですね。

。○山内中山間・地域対策室長 そのとおりです

、 、○武井委員 ということは 確認ですけれども

こういったようなものについてもそれだけの人

数が集まらなければ、当然この金額の支払いは

されないということでいいということですね。

実績に応じて支○山内中山間・地域対策室長

払いを最終的に確定するわけですから、集まら

なければ、おっしゃるような形になると思いま



- 28 -

す。

では、支援活動計画書のほうでご○武井委員

ざいますけれども、今いただいたので全部読ん

でいるわけではないんですけれども、短期派遣

、のところは自己負担というのがあったんですが

中長期派遣のところは、派遣期間中の交通費、

食費が含まれ、県の規定によって往復交通費に

おいては事務局が支給するとなっているんです

けれども、何で違うんでしょうか。

中長期派遣につ○山内中山間・地域対策室長

きましては、そこで１カ月以上、数カ月間生活

するわけでして、全くのボランティアというの

は現実的には非常に難しいかなというところも

ありまして、生活費として支給する。指揮命令

になると派遣業法との関係もございまして、あ

くまでも支援活動そのものはボランティアでや

るという形で整理しております。

次にいきますが、支援計画書のほ○武井委員

う、いろいろ書いてありますが、見ますと、祭

、 、りのスタッフみたいなものが大部分 温泉祭り

渓谷祭り、紅葉祭りスタッフというのが多いん

ですが、この計画書というのはだれが 県が―

要項の段階でつくって つまり県が既にこういっ、

たようなものをある程度ピックアップして公募

したということになっているわけですか。

当初、この事業○山内中山間・地域対策室長

をスタートするに当たりまして、市町村のほう

に調査をいたしまして、その中で、ここにある

、支援活動計画書を県のほうで作成いたしまして

今後また変更はあるかもしれませんけれども、

これで公募としてやるということで決定したと

ころです。日にちも当初はっきりわからなかっ

たので、最終のほうで通年で具体的にまだ日付

の決まっていないところもあるわけですけれど

も、これは具体的に定めていきたいと思ってお

ります。

この後、プラン・ドゥー・チェッ○井本委員

ク、そしてアクションですか、それがどんなも

のでも 今度は部長マニフェストとか評価制―

度やらあって、あれもＰＤＣというやつに乗っ

かってやっているだろうと思うんです。当然こ

れもそういうシステムをつくっておかないかん

と思うんです。その辺のことはきちっとしてい

るんですか、チェックとか次のアクション。

今現在、県におきまして○永山総合政策課長

は、政策評価という観点では、県の総合計画に

掲げます戦略について評価するという形になっ

ておりまして、個々の事業についてそれぞれ評

価するというシステムはとっておりません。た

だ、この事業についていえば今年度始めたばか

りですから、先ほどから御指摘があるように、

イベント的なものが中心で本当にいいのか もっ、

と中身のあるものをどうやったら構築できるの

か、さらに交流が盛んになるような仕掛けは何

があるのかという観点から、しっかりとチェッ

クも必要ですし、次に向けた検討は必要である

というふうには考えております。

具体的にまだそれはないというこ○井本委員

とですか。今からそれについても検討すると。

先ほど申し上げましたよ○永山総合政策課長

うに、戦略の中では全体の評価を行っています

けれども、個々の事業については各課において

しっかりと評価をし、次の事業に結びつけてい

くという形になりますので、総合政策課及び中

山間・地域対策室のほうでしっかり検証を行っ

た上で、来年度どうするのかということは構築

していきたいというふうに思っています。

中山間盛り上げ隊の発想につい○髙橋委員長

て、斬新な発想で、すごい企画をされたなとい

うふうに当初予算の段階で感じたんですが、ま
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さか委託で、後、丸投げされているとは、私も

きょう初めて知ったわけですけれども、これを

直営でやられると、仕事は大変でしょうけれど

も、よかったのかなと思いながら、きょうの議

論を聞いていたんですが、ただ、今ございまし

たように、イベント中心で盛り上げ隊、されて

いるでしょう。これ、十分精査されたかどうか

確認したいんですけど、去年までやれていたわ

けでしょう。いろんな理由を言われました。午

前中の山内室長の話では、休息も必要だと、人

的交流も必要だということもあって、話されま

したけれども、私、これ、一歩間違うと、そこ

に住んでいらっしゃる人々の、今までやれてき

、 、たわけですが その結束にひびを入れるような

そういうことにならないのかなということで、

、 。午前中の議論 説明を聞きながら感じたんです

去年までやれていたわけで、そんなのがいっぱ

い今から先も計画が出ていますね。

もう一点は、草刈りについても、私たちも地

元でそういう草刈りなんかするわけで お金払っ、

て欠席する人もいるけど、去年までやられてい

たわけで、草刈りの刈った後の搬出作業という

ふうにおっしゃっていましたけれども、考えて

みたら日曜日ですね。それなりの事情があって

の要望だったんじゃないかと思うので、その辺

を十分精査された上でオーケーというふうに執

行部として判断されたかどうか、どの辺まで調

査されたかどうか、お答えできれば 難しい―

でしょうか。

具体的には、こ○山内中山間・地域対策室長

の事業は、前年度に集落点検等の現状調査をさ

せていただきまして、その結果、集落等で今ま

さしく、去年までやれていたんじゃないかとい

うところはあるのかもしれませんが、どんどん

やれなくなってきている。もちろん急にという

のもなかなか難しいとは思うんですけれども、

そういう調査の中で、こういう事業が必要なの

ではないかというところでスタートしておりま

す。そして、その市町村のほうに調査をいたし

まして、結果としては、おっしゃるとおり、イ

ベント的色彩がかなり多いようなところも出て

きておりますけれども、それにしても、そうい

う実態の中でこういう形で今年度はやっていこ

う、もちろんこれについて将来的にそれでいい

、のかというのは当然あると思っておりますので

また市町村等とも協議しながら決めていきたい

と。もちろん委託先とも協議しながらという形

になるとは思いますけれども。

例えば、年間計画の３番目に都○髙橋委員長

城市の高崎町が上がっているじゃないですか。

、 、江平地区というところがどういうところか 私

存じ上げませんが、旧高崎町は１万を超える人

口を擁するところでしたね。例えば、町内で支

え合うことを県として助言できる体制はとれな

かったものか。いきなり直で上がってきたやつ

を安易に容認されているなというふうに思った

りして、こういうところ、切りがないと思うん

です。年間を通じて本当に労働力が不足してい

るところがどこなのかというところをしっかり

見きわめて了解しないと、今からいろいろと精

査したいということですけれども、ボランティ

、 。アでいろんな人手というのは どこもそうです

私の地元の日南だって、日南市は総力挙げてい

ろいろなボランティアがやるわけで、私は特に

田舎にいますけれども、そこでも不足するけれ

ども、何とか出身者に声をかけたりして事業を

中断しないように頑張っているわけです。そこ

ら辺を十分見きわめた上でこういう活動は、お

金も人も出すわけだから、やっていただきたい

なというふうに思いました。
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今もらった資料で支援活動計画書○権藤委員

というのと、短期支援、保険料、あるいは生活

費、これの関係をいま一度 運営団体募集要―

領の最後のほうの事業が10幾つあると思うんで

すが、この資料から300人が出てくるのか、保険

料が出てくるのか、あるいは生活費的なもの

が150万というのはどういうふうに見たらいいの

か、説明してほしいんです。一応、資料には流

れがあると思うので、見ているけれども、余り

わからんから。

募集要領の２○山内中山間・地域対策室長

（ ） 。ページの ３ を見ていただきたいと思います

まず、支援活動計画書についてですけれども、

事業開始当初は、ここにあります都城市の旧高

崎町、西米良村、諸塚村、日之影町をモデル地

域として実施します。その後は、地域振興５法

と言われる町村で実施しますというようなこと

で、事業開始当初の分が活動計画書に具体的に

記載してあるところです。順次、拡大していき

たいと考えておりますので、その分を積算上で

見ました支援活動回数30回の参加隊員数300人と

見ているところで、この支援活動回数をずっと

足していきますと、そうなるかというと、そう

ではないということであります。

この表であれば、仮に、20回しか○権藤委員

ないけれども、その他の分を含めて30回で、10

人、５人があるけれども、５人の前提で150人に

しましたとか、そういう補足的なことを言って

も、これを一生懸命足してもこうならんし、だ

、から算定基礎がひな形としてついているだけで

計算根拠にはなっていないのかなと。これでい

くと、参加人員が105人プラスアルファというこ

とになる。えいやっでやった部分があるのであ

れば、あるように言ってもらわんとわからない

し、保険料も、さっき800何ぼと言ったんだけ

ど、800何ぼで300人ですると、もっと大きくな

るだろうし、そういうのも……。

ボランティア保○山内中山間・地域対策室長

険は年間保険でございますので、その人が２回

行っても、１年分で860円で計算しています。

要するに、積み上げ資料がきちっ○権藤委員

として一貫しているということはないわけです

ね。

今見ていただいている募○永山総合政策課長

集要領の２ページの上段の部分、なお書きがご

ざいます。この支援活動計画書以外の支援活動

や活動場所も市町村や集落等からの要望により

今後内容が追加される予定です （４）の①、委。

託団体が行う事業ですけれども、その中の７番

目ぐらいですが、集落等に対しての支援活動の

募集を追加して行うことになります。したがい

まして、見ていただいている、その時点でのも

のがすべてではなくて、委託団体がさらに募集

等を行って、トータルで言うと150名の登録隊員

によって年間で30回の支援活動、トータルでの

参加人員は延べで300人というふうな積算をして

いるということでございます。

派遣生活費の150万は、一般管理費○権藤委員

入れると、20名ぐらいプラスでこれぐらいにな

るということですか。

消費税が入って○山内中山間・地域対策室長

おりますので、まず一般管理費10％を見て、そ

して、中長期派遣直接経費130万……。

130万につきましては、○永山総合政策課長

月10万という計算をしておりまして、トータル

で13月分を計上しているということでございま

す。

。○権藤委員 さっきは７万と言わんかったかな

申しわけありま○山内中山間・地域対策室長

せん。予算積算上は10万でしていたところです
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けれども、大体７万ぐらい想定になるのかなと

いうふうに考えて御説明したところです。

契約するのに、何ぼだ何ぼだと数○権藤委員

字が動いちゃいかん。１人７万の食生活費であ

れば、消費税だ何だというのはあるかもしれん

けれども 何人でこうなったというのをぴしゃっ、

と動かんようにしてもらわないかん ７万になっ。

。たり10万になったりするというのはおかしいよ

、 。いずれにしても 年度末で精査するわけですね

わかりました。

、 、○前屋敷委員 同じく資料の経費の内訳で 今

中長期派遣生活費の話がありましたけれども、

７万で積算しますと、20人見当で一般管理費も

含めて150万となると、１カ月７万ですので、数

カ月にわたって滞在して地域を支援するという

、 、 、ことで この間 日之影に行かせていただいて

県からの派遣で自治体も元気づく、地域も元気

づくという状況を見せていただいたので、こう

いう長期滞在していろいろ支援をするというこ

とは、それなりにまた地域も元気づけることに

なるのかなと思うんですけれども、ここの中身

については具体的に、１日のボランティアのイ

ベントのお手伝いとかいうのは中身はわかるん

ですが、数カ月にわたって滞在して支援すると

いうことになれば ２～３カ月いれば 20人じゃ、 、

なくて、ここが10名程度になったりとか、１日

の派遣の費用が少なくなればこの分に回すこと

もできるのかなとは思うんですけれども、具体

的にはどういう支援になるんですか。

中長期派遣の具○山内中山間・地域対策室長

体的業務内容ですけれども、例えば農作業の支

援でありますと、集団で行う必要のある、中山

間地域のハウス等のビニール張りでありますと

か、鳥獣害被害対策のネット張りとか、今週は

ビニール張りであったり、来週はネット張りで

あったり、そういう形で支援していくというこ

とになると思います。地域の要望に応じて１週

間であったり10日であったりしていくという形

で数カ月を過ごすというふうなイメージでおり

ます。

最高何カ月までとかいう上限あ○前屋敷委員

たりのところは設定されているんですか。

そういう作業が○山内中山間・地域対策室長

集中的に連続してずっとあるのか、短期的に収

、穫作業が11月なら11月に集中するのかによって

市町村のほうからの要望を見ながら、そして今

度は派遣される側、応募していただく方が２カ

月しか行けないとか、３カ月しか行けませんと

か、１カ月だったら大丈夫ですとか、いろいろ

あろうと思いますので、そこをうまくマッチす

るような形で派遣していきたいと。結果として

は、３カ月になったり６カ月になったりするか

もしれませんけれども、今のところとしては、

数カ月、２～３カ月ぐらいかなというふうに考

えております。

いずれにしても、予算の範囲内○前屋敷委員

でということになりますね。

今までの質問を踏まえて伺いたい○武井委員

と思うんですが、契約について、ことしはこう

いう形で審査をして決定されたということです

が、次年度以降、続くとしたら、また改めて公

募し直すのか、またはこのＮＰＯ法人に随契と

いう形で続けていくのか、そのあたりどういう

ふうな今後の方針を持っていらっしゃるか、お

聞かせください。

、○山内中山間・地域対策室長 現在のところは

まだ当初の活動そのもの、今、事務手続を、市

町村と協議を始めて募集をしたところですけれ

ども、実際、運営業務として、イベント業務等

も含めてですけれども、まだ動き始めたばかり
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ですので、その成果を見ながら、また検討して

いきたいというふうに今のところは思っており

ます。

成果を見ながらということは、逆○武井委員

に言えば、随契で続けていくということもあり

得るということなんだろうと思うんですが、結

局、隊員を県が公募して、人を公募しているわ

けですから、このＮＰＯ法人が、県が集めた個

人情報を持っているという状況なわけですね。

そういった状況の中で、次年度もこういう事業

を続けていくということであれば、実質的にこ

の業務についてはそこが続けていくということ

に既定路線としてなってしまうんではないかと

いうふうに感じるんですが、そのあたり、名簿

とかも全部一切引き揚げて、そこでまた別の会

社を選び直すということが果たしてできるのか

なという感じがするんですが、いかがでしょう

か。

個人情報の取り○山内中山間・地域対策室長

扱いにつきましては、もちろん返していただく

ということで、個人情報に関しては契約書に別

途、取扱要領を定めております。すべて終わっ

た時点で、次の年度の話をするとまだ仮定であ

りますが、まず全部返してもらうという形で、

そして個人情報の取り扱いについては県で定め

た要件に従って処理していただくということで

考えております。

次年度、随契にはならない、しな○武井委員

いということは、この場でしっかりと明言して

いただきたいと思うんですが、そこはいかがで

すか。

先ほど委員長から御指摘○永山総合政策課長

のありました、県の直営もすべきではないかと

いう御意見もございました。もしも委託する場

合には、随契ではなく、きちんと公募を行った

上での手続になるというふうに思っています。

公募した以上は、審査が結審した○権藤委員

時点で、どこまで表現するかは別にして、こう

なりましたというのが少なくとも６月議会の本

。議会で説明があってしかるべきと私は思います

それから、ここに100万とか15万とか150万と

。か原価計算表みたいなのがあるじゃないですか

これに対して県は県なりに項目ごとに検証でき

る 一般管理費等を含んだ形で賃借料とかが―

どういう形で発生するのか、この事業との関係

は私もわかりません。しかし、相手のＮＰＯが

出してきた資料なのか、こちらの県のほうで試

算した資料なのかわからんけれども、労務費は

労務費であって、あるいはまたそれぞれ費用が

発生するということは、本社機能みたいなもの

の一般管理費等をこういう形で負担してあげる

という意味なのかはわからないですね。ＮＰＯ

であれば原則的に利益は生まないはず、実費主

義という考え方でいくと、こういうもの等につ

いても県は検証できますよ、100万の妥当性が検

証できますよというような あとの２つはい―

いですよ。②③は項目と単価が大体わかってい

ればいいんだけど、企業が存続するわけですか

ら、幾らかの余剰が、本社経費とか、出るとい

うのはわかりますよ。だけど、今、武井委員か

ら言われたような形で、今年度やったから随契

でいくとか、そういうことであると、余りよく

ないと思うんです。来年は今度は４者が５者に

なるかしらんけれども、こういう形で審査をし

て、そして前年度の妥当性はどうだったという

ようなことは、実績がないから我々はこれ以上

言うことはできないんだけれども、そういうよ

うな形でやってもらわないと、これを了とした

以上は我々にも責任があるわけです。そういう

意味で、今後については、論拠と、慎重を期し
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た審査の経過がわかるような報告なりをしてい

、 。ただきたいということ これは要望でいいです

ほかはございませんか。○髙橋委員長

１点だけ。来週、１週間後のやま○武井委員

びこ花火大会は、募集人員が10人ありますが、

今、何人ぐらいなんですか。

予定どおり10名○山内中山間・地域対策室長

は集まっているというふうに聞いております。

前屋敷委員の質問の中で中長期○髙橋委員長

支援派遣で農作業支援をおっしゃいましたね。

これは賃金、対価は払うんですか。

あくまでも支援○山内中山間・地域対策室長

そのものはボランティアで考えています。

これは農家の方の支援ですね。○髙橋委員長

中山間地といえども、不公平が出てくるような

気がして、今、思ったんです。ほかのところで

農繁期とかパートで雇うわけです。ビニール張

りはどこでもあるわけで、これは何らかの区別

を明確に持っておかないと、例えば、中山間地

でも、忙しいときはパートを雇う農家だってあ

るわけです。そこらのバランスだって出てくる

から、ビニール張りとかネット張りとか、農作

業支援とおっしゃったものだから、そういうと

。ころはしっかりとした根拠はお持ちでしょうか

例えば、住居費○山内中山間・地域対策室長

については市町村で持っていただくということ

にしております。そこに２～３カ月住む 毎―

日通勤するというイメージはありませんで、住

居については市町村負担でお願いするという形

に今のところ考えております。

、○永山総合政策課長 お話がありましたように

今回の事業は、地域で維持ができないところに

ついてボランティア等を活用して支援していこ

うということでございまして、その結果が御指

摘があったように不公平になってくる、一方は

無償の労働力の提供、一方は有償でということ

になると、これは本末転倒でございますので、

今後、中長期派遣について具体的に検討してま

いりますから、その際には、本当に無償でやら

なければならないほどニーズが高いのかという

ことについては、しっかり検証しなければなら

ないというふうには思います。

人材派遣なら人材派遣でいいと○髙橋委員長

思うんです。その地域内に労働力が不足してい

るから、居まで構えて公的に支援しましょう、

でも、労働対価はあんたたち払わないかんよと

いうところが明確な区別があれば、そこまでは

県民は了とするのかと思ったりしたものですか

ら、ちょっと尋ねてみました。そこは十分慎重

を期して対応していただきたいと思います。

関連ですが、先週、私たちは雇用○権藤委員

の特別委員会で門川のトマト業者のところを視

察しました。ここは時給がいろいろあって、能

力的にそれが向く人、向かない人、あるいは障

がい者の雇用の問題も議論がありました。そう

いう中で、このＮＰＯがどうだこうだという疑

念があるということではないんですけれども、

そういう人はただで働かせて、そしてＮＰＯ法

、人のほうに利益はその代替で振りかわるような

いわば人材派遣の機能みたいなことになってし

まうと、善意の人が非常に苦痛を味わって、ガ

、ソリン代でも手出しになっているかもしれんし

そういったこと等を、少なくとも県がかむ以上

は、その押さえ方というのが理論的にできるわ

けですから、個々の企業を一々監査するとかい

うことになると嫌がるかもしれんけど、理論値

としては出るわけですから、そういうものに照

らして、本人の厚意がＮＰＯによってゆがめら

れるようなことがないように、目を光らせてほ

しいということをお願いしたいと思います。
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情報政策課長に１点だけ ３ペー○髙橋委員長 、

ジの（４）に受信障害対応計画というのがあっ

て、対応予定年度、平成22年度は７で、全体で

９あるのに、あと残り１はどう対応されるんで

しょうか、説明があったかもしれませんが。

県有施設のデジタル化の○金丸情報政策課長

状況でございますが、３月31日時点で受信障害

施設として認められたのが県庁８号館などの９

施設、既にその時点で対応していたのが１あり

ますので、残りは８ということでこういう数字

になっております。

わかりました。○髙橋委員長

ほかございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

以上で県民政策部を終了いたし○髙橋委員長

ます。執行部の皆様、御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後１時46分休憩

午後１時47分再開

委員会を再開いたします。○髙橋委員長

その他、皆様方から何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって本日の○髙橋委員長

委員会を終了いたします。

午後１時47分閉会




